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記者会見する川上氏㊧
と佐藤氏（30日、東京
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（注）KADOKAWAは2014年3月期、ドワンコは13年9月期の連結ベース 

角
川
・
ド
ワ
ン
ゴ
き
ょ
う
発
足

「
角
川
書
店
」
で
知
ら
れ
る
出
版
大
手
の
K
A
D
O
K
A
W
A
と
「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
（
ニ
コ
動
）
」
を
手
が
け
る

ド
ワ
ン
ゴ
の
統
合
会
社
、
K
A
D
O
K
A
W
A
・
D
W
A
N
G
O
（
角
川
・
ド
ワ
ン
ゴ
）
が
1
日
始
動
す
る
。
角
川

町
編
集
力
と
ド
ワ
ン
ゴ
の
I
T
（
情
報
技
術
）
を
組
み
合
わ
せ
新
し
い
事
業
モ
デ
ル
の
創
出
を
め
ざ
す
。
米
ア
マ
ゾ

ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
や
ア
ッ
プ
ル
が
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
の
支
配
力
を
強
め
る
な
か
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
な
ど
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
分
野
を
突
破
口
に
存
在
感
を
示
せ
る
か
。

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
新
し

い
こ
と
を
や
ら
な
い
と
意
味

が
な
い
」
。
角
川
・
ド
ワ
ン

ゴ
の
川
上
量
生
会
長
（
4
6
）

は
3
0
日
の
記
者
会
見
で
こ
う

強
調
し
た
。
統
合
会
社
は
コ

ン
テ
ン
ツ
も
販
売
基
盤
も
、

ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
を
ま
た
い

で
融
合
し
相
乗
効
果
を
上
げ

る
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
。

ま
ず
始
め
る
の
は
書
店
と

ネ
ッ
ト
の
間
で
顧
客
を
送
り

合
う
試
み
だ
。
1
日
か
ら
書

店
で
角
川
の
書
籍
を
買
っ
た

品
を
漫
画
や
ア
1
才
、
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
な
ど
複
数
の
媒
体

で
展
開
す
る
の
左
得
意
と
す
川

る
。
l
方
、
4
千
万
会
員
を

耀
浣
凋
瑠
っ
の
作
露
綱
紀
け
㍑
用

ネ
ッ
ト
と
書
店
つ
な
ぐ

人
に
、
ニ
コ
動
の
有
料
サ
ー

ビ
ス
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を

提
供
す
る
。
書
店
で
ユ
ー
ザ

ー
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

く
。
読
書
離
れ
が
遅
む
若
者

を
ニ
コ
動
の
吸
引
力
で
書
店

に
呼
び
込
む
。
統
合
会
社
の

佐
藤
辰
男
社
長
（
哲
は
「
デ

ジ
タ
ル
時
代
の
成
長
に
向
け

た
統
合
だ
」
と
訴
え
た
。

問
わ
れ
る
の
は
こ
う
し
た

集
客
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

両
社
の
強
み
を
生
か
し
、
斬

新
な
事
業
モ
デ
ル
を
編
み
出

す
こ
と
が
急
務
だ
。

鍵
を
撞
る
の
は
サ
ブ
カ
ル

界
雷
「
天
才
」
・
と
呼
ぶ
仙

喜
詠
真
価
が
問
わ
れ
る
。

抱
え
る
ニ
コ
動
は
ユ
ー
ザ
ー

が
自
作
の
楽
曲
や
ア
ニ
メ
作

品
を
数
多
く
投
稿
す
る
。
投

稿
さ
れ
た
楽
曲
を
テ
ー
マ
に

角
川
が
小
説
や
漫
画
に
仕
立

て
た
「
カ
ゲ
ロ
ウ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
よ
う
な
事
例
を
量

産
す
る
必
要
が
あ
る
。

角
川
・
ド
ワ
ン
ゴ
は
5
月

の
統
合
発
表
以
降
、
編
集
と

I
T
を
融
合
す
る
準
備
を
進

め
て
き
た
。
年
内
に
ゲ
ー
ム

情
報
誌
の
編
集
部
門
な
ど
を

ド
ワ
ン
ゴ
の
社
屋
に
移
し
、

編
集
者
と
技
術
者
が
肩
を
並

べ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
る

体
制
を
整
え
る
。
ド
ワ
ン
ゴ

の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
一
般

か
ら
作
品
を
募
り
、
角
川
の
■

編
集
力
で
磨
け
ば
新
た
な
価

値
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

「
海
外
展
開
も
重
要
な
テ

ー
マ
」
と
川
上
氏
。
ド
ワ
ン

ゴ
は
ニ
コ
動
の
フ
ァ
ン
が
集

う
イ
ベ
ン
ト
を
1
2
月
に
海
外

で
初
め
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
く
。
角
川
も
ア
ジ
ア
で
漫

画
や
ア
ニ
メ
の
制
作
者
の
育

成
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
9

月
に
台
湾
で
始
め
、
1
0
月
に

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
進
出
す

る
。
将
来
は
現
地
で
制
作
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ド
ワ
ン
ゴ

の
サ
ー
ビ
ス
で
配
信
す
る
こ

と
を
模
索
す
る
。

矢
野
経
済
研
究
所
（
東
京

・
中
野
）
に
よ
る
と
、
ア
ニ

年
度
で
8
9
才
0
億
円
。
1
2

年
度
は
9
5
㌢
2
億
円
に
伸

び
た
と
さ
れ
る
成
長
市
場

だ
。
サ
ブ
カ
ル
は
外
国
で
も

人
気
が
高
い
川

だ
が
、
具
体
的
な
事
業
計

画
を
な
か
な
か
示
せ
な
い
角

川
・
ド
ワ
ン
ぜ
に
対
し
市
場

の
評
価
は
冷
磯
だ
。
上
場
廃

止
と
な
る
前
日
の
9
月
2
5
日

ノ
の
終
値
は
K
A
D
O
K
A
W

A
、
ド
ワ
ン
ゴ
と
も
に
統
合

発
表
の
直
後
に
比
べ
2
4
％
下

落
し
た
。
・
㌢

社
内
を
ど
う
ま
と
め
る
か

も
課
題
だ
。
K
A
D
O
K
A

W
A
は
1
3
年
1
0
月
に
角
川
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
子
会
社
9
社
を
吸
収
合
併

し
て
発
足
し
た
ば
か
り
。
出

身
母
体
に
よ
る
待
遇
面
の
格

差
が
解
消
さ
弟
て
い
な
い
。

そ
こ
に
奔
放
な
社
風
の
ド
ワ

シ
げ
が
合
流
す
る
。
統
合
は

K
A
D
O
K
A
W
A
の
角
川

歴
彦
会
長
（
m
）
が
川
上
氏

に
ほ
れ
込
み
、
後
継
者
に
据

え
た
側
面
が
あ
る
。
川
上
氏

が
K
A
D
O
K
A
W
A
社
員

か
ら
広
く
信
頼
を
得
ら
れ
る

か
は
未
知
数
だ
。

川
上
氏
は
会
見
で
統
合
会

社
が
打
ち
出
す
新
サ
ー
ビ
ス

の
具
体
像
を
問
わ
れ
る
と

「
こ
れ
か
ら
考
え
る
。
統
合

効
果
が
出
る
の
は
来
年
か

ら
」
と
言
葉
を
濁
し
た
。
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
社
内
の

一
体
化
と
い
う
ふ
た
つ
の
課

題
が
重
く
の
し
か
か
る
。
角



次期OS「10」公開 

操作性、パソコン重視に回帰

米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
（
M
 
y
、

）
が
開
発
中
の
次
期
基
本

フ
ト
（
O
S
）
　
「
ウ
ィ
ン

柵
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
守
備
固
め

ウ
ズ
1
0
」
を
公
開
し
た
。
メ

ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能
携
帯
、
ば
し
て
「
1
0
」
に
し
た
理
由

末
）
で
の
操
作
性
に
配
慮

た
現
行
の
「
8
」
よ
り
、

パ
ソ
コ
ン
（
P
C
）
で
の
使

い
勝
手
を
重
視
し
た
。
M
S

の
牙
城
で
あ
る
P
C
市
場
で

攻
勢
を
強
め
る
米
グ
ー
グ
ル

や
米
ア
ッ
プ
ル
に
対
し
、
守

備
を
固
め
る
狙
い
が
あ
る
。

「
変
化
と
進
化
を
象
徴
す

る
数
字
を
選
ん
だ
。
『
1
0
』

は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要

な
進
歩
だ
」
。
来
日
中
の
M

S
の
サ
テ
ィ
ア
・
ナ
デ
ラ
最

高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）

は
1
日
、
新
O
S
の
名
称
を

一
「
9
」
で
は
な
く
、
1
つ
飛

を
都
内
で
こ
う
説
明
し
た
。

要
望
の
多
か
っ
た
「
ス
タ

ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
」
を
復
活
。

「
8
」
で
好
評
だ
っ
た
「
ラ

イ
ブ
タ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
る

機
能
と
組
み
合
わ
せ
た
。
起

動
し
て
い
る
ア
プ
リ
（
応
用

ソ
フ
ト
）
を
一
覧
表
示
す
る

「
タ
ス
ク
ビ
ュ
ー
」
機
能
や

最
大
4
つ
の
ア
プ
リ
を
整
然

と
分
割
表
示
す
る
機
能
な
ど

も
盛
り
込
ん
だ
。

発
売
は
来
年
の
予
定
だ

が
、
企
業
の
I
T
（
情
報
技

術
）
担
当
者
ら
に
試
験
版
を

提
供
し
、
外
部
の
芦
を
最
終

次
期
O
S
に
つ
い
て
説
明
す

る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
幹
部

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

製
品
に
反
映
さ
せ
る
。
「
こ

れ
ほ
ど
早
い
段
階
か
ら
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
情
報
を
共
有

す
る
の
は
初
め
て
」
　
（
O
S

担
当
の
テ
リ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー

ソ
ン
上
級
副
社
長
）
と
い
う
。

背
景
に
は
2
0
1
▲
2
年
1
0

月
に
発
売
し
た
「
8
」
の
反

省
が
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

普
及
を
に
ら
み
、
タ
ッ
チ
操

作
が
し
や
す
い
画
面
デ
ザ
イ

ン
や
機
能
を
採
用
し
た
意
欲

作
だ
っ
た
が
、
逆
に
P
C
で

の
操
作
が
し
に
く
く
な
っ
た

と
の
不
満
が
続
出
し
た
。

米
調
査
会
社
に
よ
る
と
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
P
C
市
場
に

お
け
る
「
8
」
の
シ
ェ
ア
は
、

1
年
後
に
投
入
し
た
改
良
版

の
「
8
・
1
」
と
合
わ
せ
て

も
1
割
強
に
と
ど
ま
る
。
P

C
市
場
で
M
S
の
シ
ェ
ア
が

侵
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
危

機
感
を
高
め
る
。

米
国
で
9
月
の
新
学
期
を

前
に
し
た
商
戦
。
米
調
査
会

社
に
よ
る
と
、
今
年
は
グ
ー

グ
ル
の
「
ク
ロ
ー
ム
O
S
」

を
搭
載
し
た
ノ
ー
ト
P
C

「
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
」
の
販

売
シ
ェ
ア
が
前
年
の
3
・
3

％
か
ら
4
・
5
％
に
伸
び
た
。

ア
ッ
プ
ル
の
「
マ
ッ
ク
O
S
」

を
搭
載
し
た
「
マ
ッ
ク
ブ
ッ

ク
」
も
2
4
％
か
ら
釘
％
に
拡

大
。
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
P
C
の

シ
ェ
ア
は
7
2
％
か
ら
㈹
％
に

縮
小
し
た
。

グ
ー
グ
ル
が
無
償
提
供
す

る
O
S
を
搭
載
し
た
ク
ロ
ー

ム
ブ
ッ
ク
は
2
0
0
～
3
0

0
㌦
程
度
と
い
う
安
さ
と
使

い
勝
手
の
良
さ
が
受
け
、
企

業
な
ど
で
導
入
が
進
む
。
対

抗
し
て
一
部
の
端
末
を
対
象

に
O
S
の
無
償
提
供
を
始
め

た
M
S
は
「
低
価
格
P
C
市

場
は
誰
に
も
譲
ら
な
い
」
（
ケ

ビ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
最
高
執
行

責
任
者
）
と
語
る
が
、
無
償

提
供
の
拡
大
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
関
連
収
入
の
目
減
り
を
招

く
も
ろ
刃
の
剣
だ
。

1
世
代
前
の
「
7
」
や
サ

ポ
ー
ト
が
今
春
終
了
し
た

「
X
P
」
を
今
も
使
う
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
ユ
ー
ザ
ー
を
つ
な

ぎ
留
め
る
た
め
に
も
、
発
売

ま
で
に
商
品
力
を
ど
こ
ま
で

高
め
ら
れ
る
か
が
「
1
0
」
の

成
否
の
カ
ギ
を
撞
る
。

（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー＝小

川
義
也
）
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地元限定で安心感ジモティー

lスマオク　ー〉ブランド品を鑑定

スマホ向けの個人間取引を手掛
けるベンチャーが増えている

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な

ど
個
人
間
の
電
子
商
取
引

（
E
C
）
に
商
機
を
兄
い
だ

す
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
増
え

て
い
る
。
個
人
間
取
引
は
消

費
税
も
か
か
ら
ず
、
市
場
の

広
が
り
が
予
想
さ
れ
る
。
8

月
に
は
無
料
対
話
ア
プ
リ
の

L
I
N
E
が
E
C
事
業
へ
の

本
格
参
入
を
発
表
す
る
な
ど

競
争
も
激
し
く
な
る
が
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
各
社
は
小
回
り
の

良
さ
を
生
か
し
、
多
様
な
消

費
者
の
好
み
を
と
ら
え
た
サ

ー
ビ
ス
で
成
長
を
目
指
す
。

バ
イ
ク
に
ソ
フ
ァ
、
趣
味

の
書
籍
I
I
。
千
葉
県
四
街

道
市
に
住
む
阿
部
健
二
さ
ん

（
3
0
）
の
自
宅
は
個
人
間
取

引
で
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ

ふ
れ
る
。
7
歳
の
息
子
の
学

習
机
も
そ
の
一
つ
。
買
え
ば

数
万
円
す
る
が
、
無
償
で
譲

っ
て
く
れ
る
人
の
家
に
軽
ト

謂
阿
冴

好
き
な
フ
ァ

い
き
た
い
」

は
な
く
、
ブ

ッ
シ
ョ
ン
が

を
獲
得
し
て

話す。

個
人
間
ネ
ッ
ト
取
引
後
押
し

ラ
ッ
ク
で
取
り
に
行
っ
た
。

取
引
を
仲
介
し
た
の
は
ジ

モ
テ
ィ
ー
（
東
京
・
渋
谷
、

加
藤
貴
博
社
長
）
が
運
営
す

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
フ

リ
マ
）
サ
イ
ト
だ
。
社
名
が

表
す
よ
う
に
「
地
元
」
で
完

結
す
る
取
引
を
中
心
に
据
え

る
。
購
入
し
た
り
、
譲
っ
て

欲
し
か
っ
た
り
す
る
人
は
原

則
と
し
て
出
品
者
と
実
際
に

会
っ
て
商
品
を
受
け
取
る
。

出
品
す
る
際
の
設
定
な
ど

も
簡
単
に
す
る
こ
と
で
利
用

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
お

り
、
「
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
、
高
齢
者
も
使
い
や
す
い

地
域
に
密
著
し
た
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
」
（
加

藤
社
長
）
と
い
う
。

売
買
に
参
加
す
る
の
は
月

に
約
9
0
万
人
。
取
引
成
立
を

特
に
希
望
す
る
出
品
者
は
料

金
（
1
日
1
0
0
円
か
ら
）

を
支
払
う
と
サ
イ
ト
の
目
立

つ
位
置
に
商
品
が
載
る
。
サ

イ
ト
に
掲
載
す
る
広
告
と
と

も
に
同
社
の
収
益
源
だ
。

中
に
は
傷
や
汚
れ
が
あ
る

品
も
あ
る
が
、
受
け
渡
し
時

に
状
態
を
確
か
め
ら
れ
る
た

め
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
り
に
く

い
と
い
う
。
過
去
に
大
手
サ

イ
ト
で
料
金
を
支
払
っ
た
の

に
商
品
が
届
か
な
い
被
害
に

あ
っ
た
と
い
う
阿
部
さ
ん
は

「
手
渡
し
が
一
番
」
と
話
す
。

女
性
向
け
フ
リ
マ
ア
プ
リ

「
F
r
・
1
1
（
フ
リ
ル
）
」

で
知
名
度
を
上
げ
つ
つ
あ
る

の
が
F
a
b
l
・
1
C
（
東
京

・
渋
谷
、
堀
井
翔
太
社
長
）

だ
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
l
■

9
0
万
に
達
し
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
関
連
を
中
心
に
6
0
0

万
点
が
出
品
さ
れ
る
。
同
社

は
落
札
金
額
の
1
0
％
を
手
数

料
と
し
て
受
け
取
る
。

フ
リ
ル
で
は
好
み
が
似
て

い
る
ユ
ー
ザ
ー
を
「
お
気
に

入
り
」
に
登
録
す
る
こ
と
で
、

ユ
ー
ザ
ー
間
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
や
り
取
り
が
容
易
に
な
っ

て
い
る
。
手
作
り
の
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
な
ど
を
出
品
す
る
都

内
在
住
の
丸
山
温
子
さ
ん

阿
部
さ
ん
は
「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」
を
使
い
、

息
子
の
学
習
机
を
譲
り
受
け
た
（
千
葉

県
四
街
道
市
）
　
　
　
一

（
讐
は
購
入
者
か
ら
「
今

度
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
作
っ

て
ほ
し
い
」
と
リ
ク
エ
ス
ト

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
「
自

分
が
作
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に

フ
ァ
ン
が
つ
く
の
が
う
れ
し

い
」
と
笑
う
。

梶
井
社
長
も
「
今
後
も
ユ

ー
ザ
ー
同
士
が
活
発
に
交
流

す
る
と
い
う
強
み
を
生
か
し

な
が
ら
、
事
業
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
強
調
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
品
限
定
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
「
ス
マ
オ
ク
」
は

偽
造
品
リ
ス
ク
な
ど
に
対
す

る
「
安
全
性
」
が
売
り
。
運

営
す
る
ザ
ワ
ッ
ト
（
東
京
・

品
川
、
原
田
大
作
社
長
）
は

ブ
ラ
ン
ド
品
の
鑑
定
が
で
篭

る
専
門
家
と
提
携
し
て
1
日

数
回
、
出
品
さ
れ
た
商
品
を

点
検
す
る
。
疑
わ
し
い
も
の

は
出
品
を
取
り
下
げ
さ
せ
る

ほ
か
、
ユ
ー
ザ
ー
が
怪
し
い

商
品
を
「
通
報
」
す
る
シ
ス

テ
ム
も
持
つ
。
∴

ブ
ラ
ン
ド
品
に
関
心
の
高

い
人
が
集
ま
る
た
め
落
札
率

は
高
い
と
い
号
落
札
者
か

塀
が
完
了
し
な
い
と
い
っ
た

仕
組
み
も
持
つ
。
各
社
と
も

個
人
間
取
引
に
潜
む
危
う
さ

の
払
拭
が
事
業
拡
大
に
も
つ

耳

㍉二。∵∵

い
た
商
品
と
違
う
」
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
の
危
険
性
も
は

ら
む
。
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に

∵
㍉
二
二
∵

渋
谷
）
の
徳
力
基
彦
取
締
役

も
「
新
し
い
分
野
だ
が
、
提

供
さ
れ
て
い
る
サ
」
ビ
ス
は

多
い
」
と
指
摘
。
そ
れ
だ
け

に
、
「
悪
評
が
広
が
れ
ば
利
用

者
が
他
の
ア
プ
リ
へ
一
斉
に

乗
り
換
え
る
と
い
っ
た
事
態

が
起
こ
り
う
る
」
と
見
る
。

F
a
b
l
i
C
は
3
0
人
体

制
で
サ
ー
ビ
ス
内
を
巡
回

し
、
大
量
出
品
す
る
業
者
や

商
品
画
像
を
無
断
転
用
す
る

ゴ
ー
ザ
ー
の
商
品
を
削
除
す

る
と
い
っ
た
対
応
を
と
る
。

同
社
や
ザ
ワ
ッ
ト
は
ト
ラ
ブ

ル
が
お
き
が
ち
な
代
金
決
済

で
も
商
品
が
届
い
た
こ
と
を

乗
用
者
が
報
告
し
な
い
と
決



ガr生しulA
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取
引
だ
が
、
市
場
全
体
の
広

が
り
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
広

ま
っ
て
い
く
可
能
性
は
大
き

い
。
パ
ソ
コ
ン
時
代
の
サ
ー

ビ
ス
を
持
た
な
い
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
は
ス
マ
ホ
の
流
れ
に

乗
り
や
す
い
と
い
う
見
方
も

あ
る
が
、
大
手
も
手
車
」
ま

ぬ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
競
合
は
激
し
さ
を
増
す
。

F
a
b
l
i
C
は
9
月
、

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
と
コ
ロ
プ

ラ
、
ジ
ャ
フ
コ
の
3
社
か
ら

約
1
0
億
円
を
調
達
し
た
。
個

人
向
け
に
強
い
ク
ッ
ク
パ
ッ

下
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り

市
場
規
模
、
過
年
に
2
0
兆
円

国
内
電
子
商
取
引

ホ
経
由
が
3
割

国
内
の
電
子
商
取
引
（
E

C
）
市
場
は
成
長
が
続
い
て

い
る
。
野
村
総
合
研
究
所
に

よ
る
と
、
2
0
1
2
年
度
に

割
程
度
と
さ
れ
る

っ
た
市
場

は
2
0
兆
円

。
な
か
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

経
由
切
取
引
は
「
1
8
年
度
に

は
3
割
を
超
え
る
」
（
同
社
）

と
い
登
ま
だ
歴
史
が
浅
い
個
人
間

入
れ
る
ほ
か
、
調
達
資
金
を

括
用
し
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
確

保
や
テ
レ
ビ
C
M
投
入
も
予

定
す
る
。
ジ
モ
テ
ィ
ー
も
9
月
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
オ
プ

ト
に
対
す
る
増
資
を
実
施

し
、
サ
ー
ビ
ス
普
及
に
向
け

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化

す
る
と
発
表
し
た
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
各
社
が
個
人

闇
取
引
で
収
益
を
確
保
す
る

に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と

い
う
見
方
も
多
い
。
大
手
に
・

対
抗
す
る
た
め
に
も
、
知
名

度
向
上
な
ど
で
新
た
な
工
夫

が
必
要
に
な
り
そ
う
だ
。
ノ



スタイリストと会話

叩て＿　∴．1■▼「
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rこちらこそ・よろしくお肌、はす
墓lコーディネイトしていただくのは

初めてなので発しみですI l
＼　　　　　　　　　　＿＿　ノふ

斥し貿望が抽鼠訳に言って7、、1

スマホでやり
とりする

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
発
行
の
　
「

空
色
（
兵
庫
県
芦
屋
市
、
中
…

嶋
洋
巳
社
長
）
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
を
通
じ

て
ス
タ
イ
リ
ス
ト
か
ら
服
装
…

全
体
の
提
案
を
受
け
ら
れ
る
…

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
チ
ャ
　
叫

ッ
ト
で
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
直
…

接
会
話
し
、
提
案
さ
れ
た
衣
岬

類
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

で
購
入
で
き
る
。
サ
ー
ビ
ス
　
∧

開
始
後
の
1
年
間
で
1
2
万
人
　
∧

の
会
員
獲
得
を
見
込
む
。

「
プ
リ
モ
ー
ド
」
を
日
月

に
始
め
る
。
チ
ャ
ッ
ト
利
用

時
に
自
分
の
体
形
の
ほ
か
、

空
色
が
サ
ー
ビ
ス

好
き
な
ブ
ラ
ン
ド
や
雑
誌
、

着
て
い
き
た
い
場
所
な
ど
を

入
力
。
登
録
し
て
い
る
中
か

ら
、
利
用
者
の
好
み
の
条
件

に
合
っ
た
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
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L′′SCSKが首位に

福豆 （前年） �社　名 �絵今 得点 

・1（2） �SCSK �479．34 

2（1） �富士フイルムホールディングス �467．46． 

3（3）■ �日立製作所 �449．27 

4（8） �サントリーホールディングス �447．26 

5（27） �東　　芝 �442．64 

6・（16） �TO．TO �437．50 

7（28）’ �ダイキン工業 �435．65 

8（‾9） �ネスレ日本 �435．06 

9（19） �凸版印刷 �432．67 

10（－） �ヤンセンファーマ �432．43 

11（29） �アサヒビール �432．29 

12（25） �日立ソリューションズ �431．04 

13（17） �第一生命保険 �428．99 

14（49） �セブン＆ア石ホールディングス �426．30 

15（53） �日本ヒューレット・パッカード �425．96・ 

16（6） �パソナグループ○ �425．74 

17（7） �トッパン・フォームズ �425－．50 

18（23） �信越化学工業 �419．85 

19（35） �帝　　人 �419．52 

．20（24） �東京海上日動火災保険 �418．90 

社　名　　　　得点
順位
（前年）
1（5）富士フイルムホールディングス117．94

2（2）SCSK l17．26

3（1）ソ　ニー　　　　　　115．09

4（21）日立ソリューションズ110．

5（17）ネスレ日本

社　名
順位
（前年）
1（21）第一生命保険
2（1）パソナグループ
3（2）イ　オ　ン

4（－）ヤンセンファーマ
5（9）サントリーホールディングス

社　名　　　　得点
順位
（前年）

推量警董ユーションズ溜蔑
）富士フイルムホールディングろ一　85．09

）イ　オ　ン　′　　　　　　　84．26

）S CSK＿　　　　　　　　83．48

日
本
経
済
新
聞
社
が
ま
と
め
た
2
0
1
4
年
の
「
人
を
活
か
す
会
社
」

調
査
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
東
芝
や
ダ
イ
キ
ン
工
業
な
ど
が
1
3
年
に

比
べ
て
大
き
く
順
位
を
上
げ
た
。
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
や
、
女
性
、

外
国
人
な
ど
多
様
な
人
材
を
括
用
す
る
取
り
組
み
が
選
ん
だ
。
総
合
首

位
は
ト
ッ
プ
主
導
で
残
業
削
減
を
進
め
る
ソ
フ
ト
開
発
大
手
の
S
C
S

K
だ
っ
た
。
労
働
力
人
口
が
減
り
働
き
方
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
中
、

調
査
か
ら
は
社
員
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
を
急
ぐ
企
業
の
姿
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。

（
1
面
参
照
）

ト
ッ
プ
主
導
で
残
業
削
減

調
査
は
上
場
か
つ
連
結
従

業
員
数
1
0
0
0
人
以
上
の

企
業
と
そ
れ
に
準
じ
る
有
力

企
業
4
3
9
社
が
対
象
。
「
雇

用
・
キ
ャ
リ
ア
」
　
「
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
（
人
材
の
多
様
性
）

経
営
」
「
育
児
・
介
護
」
「
職

場
環
境
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ヨ
ン
」
の
4
つ
の
評
価
軸
に

基
づ
い
て
社
内
制
度
や
仕
組

み
を
分
析
し
た
。

総
合
1
位
（
前
年
調
査
2

位
）
は
S
C
S
K
。
全
4
分

野
の
評
価
申
、
3
分
野
で
上

位
5
社
以
内
に
食
い
込
む
な

ど
多
く
の
項
目
で
高
い
評
価

を
得
た
℃
雇
用
関
連
で
は
残

業
を
減
ら
す
目
標
の
達
成
度

に
応
じ
て
報
奨
金
を
出
す
ほ

か
、
約
1
5
0
0
人
が
在
宅

勤
務
を
括
用
し
て
い
る
。

総
合
2
位
（
1
位
）
の
富

士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
「
職
場
環
境
・
コ
ミ

2
位
・
富
士
フ
イ
ル
ム
働
き
方
で
対
話

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
首
位
、

「
育
児
・
介
護
」
で
3
位
だ

っ
た
。
部
長
ク
ラ
ス
や
現
場

な
ど
役
職
ご
と
に
人
事
部
と

の
対
話
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
働
き
方
の
見
直
し
を
き

め
細
か
く
進
め
て
い
る
。

け
る
な
ど
、
大
学
と
の
連
携

も
強
化
し
て
い
る
。

7
位
の
ダ
イ
キ
ン
工
業

（
2
8
位
）
は
育
児
休
業
の
取

得
を
促
連
す
る
た
め
、
社
内

の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
経
験

者
の
体
験
談
を
紹
介
す
る
ほ

∵。∴∴圭二

面
催
。
女
性
に
加
え
て
男
性

苗
育
休
取
得
者
も
増
え
て
お

定
年
温
隠
後
の
再
雇
用
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
対
象

者
の
9
割
以
上
を
再
雇
用
し

て
い
る
ほ
か
、
給
与
も
現
役

時
の
平
均
8
～
9
割
を
確

保
。
「
1
9
9
1
年
か
ら
制

度
を
導
入
し
て
お
り
、
再
雇

用
が
根
付
い
て
い
る
」
　
（
広

報
グ
ル
ー
プ
）
と
い
う
。

外
国
人
採
用
で
は
ア
ジ
ア

を
中
心
に
約
1
0
カ
国
で
採
用

括
軌
を
し
て
い
る
ほ
か
、
米

り
、
男
性
は
1
3
年
度
に
1
2
年

度
比
5
6
％
増
の
1
2
0
人
が

取
得
し
た
。

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
や
中
国

の
清
華
大
な
ど
、
各
国
の
有

名
大
学
に
奨
学
金
制
度
を
設

6

5

6

2

5

鮎
m
m
器
削

1

3

2

．ト（（3
4
5

き
る
ほ
か
、
子
育
て
の
た
め

の
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
を

設
け
て
い
る
。

5
位
の
東
芝
（
2
7
位
）
は

残
業
時
間
な
ど
を
本
人
と
上

司
に
自
動
的
に
連
絡
す
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
残
業
を

導
入
前
と
比
べ
て
約
6
％
削

減
し
た
。
l
・
5
分
単
位
で
休
暇

を
取
れ
る
制
度
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
柔
軟
な
働
き
方
を

一
用
意
し
て
い
奪

調
査
の
概
要
　
日
経
H
R
、

日
経
リ
サ
ー
チ
と
共
同
で
企

画
。
企
業
の
人
事
・
労
務
制
度

の
充
実
度
を
点
数
化
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
重
視
す
る
度

合
い
に
応
じ
て
傾
斜
配
分
し
、

ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
し
た
。
前

身
の
調
査
「
働
き
や
す
い
会
社

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
含
め
る
と
1
2

回
目
。
上
場
か
つ
連
結
従
業
員

数
1
0
0
0
人
以
上
の
企
業
と

そ
れ
ら
に
準
じ
る
有
力
企
業
の

計
r
6
2
8
社
を
対
象
に
、
6
．

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
ァ
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
、
4
訃
9
社

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
調
査
」

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

約
1
万
3
0
0
0
人
を
対
象

に
、
7
月
2
3
日
～
2
8
日
に
か
け

て
実
施
し
た
。
．
企
業
向
け
設
問

と
対
応
し
た
計
6
2
の
設
問
に
つ

い
て
重
視
度
を
た
ず
ね
、
1
5

8
2
人
か
ら
回
答
を
得
た
。



タイキン工業力彗育休取手等者などを対象
に実施する「育休復帰者セミナー」

働き手の章 �慈恵 
「
休
暇
」
「
労
働
時
間
」
に
関
心

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
考
え
る

「
人
を
活
か
す
会
社
」
の
条
件
と

は
何
か
－
－
。
調
査
の
配
点
ウ
エ

ー
ト
を
決
め
る
た
め
、
大
手
企
業

で
働
く
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
下

を
実
施
す
る
と
、
休
暇
や
労
働
時

間
の
適
正
な
運
用
を
重
視
し
て
江

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
調
査
」

と
題
し
、
「
人
を
活
か
す
会
社
」

調
査
と
並
行
し
て
6
2
項
目
に
つ
い

て
重
視
す
る
か
ど
う
か
を
周
い

虎
∵
扉
常
に
重
視
す
る
」
史
の

回
答
が
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
休

暇
の
取
り
や
す
さ
」
（
4
3
・
1
％
）

で
、
「
労
働
時
間
の
適
正
さ
」
（
3
7

・
9
％
）
が
続
い
た
。

背
景
に
は
働
く
人
が
十
分
な
休

暇
を
と
れ
ず
、
長
時
間
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
回
答
企
業
全
体
で
は
1
3

年
度
の
有
給
休
暇
の
取
得
率
が
平

均
5
6
・
7
％
で
、
3
0
％
に
満
た
な

い
企
業
も
1
割
近
く
あ
っ
た
。

平
均
の
年
間
総
実
労
働
時
間
も

1
2
年
度
よ
り
3
・
5
時
間
増
え
た
。

三．

1
3
年
度
は
好
業
績
だ
っ
た
企
業
が

多
く
、
所
定
外
労
働
時
間
が
3
％

程
度
増
え
た
こ
と
が
響
い
た
。

3
位
は
「
社
員
の
勤
続
年
数
の

長
さ
」
　
（
3
3
・
7
％
）
、
▼
4
位
は

「
雇
用
の
維
持
」
　
（
2
・
9
・
9
％
）

で
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
も
関
心
を
集
め
た
。
前
年
調
査

で
1
7
位
だ
っ
た
「
人
事
考
課
の
評

価
結
果
・
目
標
達
成
度
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
の
有
無
」
が
1
0
位
に
浮
上

し
た
。
日
立
製
作
所
が
管
理
職
の

賃
金
体
系
か
ら
年
功
要
素
を
廃
す

る
な
ど
、
「
実
力
本
位
」
の
評
価

に
移
し
て
お
り
、
働
く
側
の
関
心

も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。



育ネット教
うつ病防げ
能率協会系と東大渾沌、も

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

な
ど
を
手
掛
け
る
日
本
能
率

協
会
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
J

M
A
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
東
京
・
港
）
と
東
京
大
学

は
う
つ
病
を
予
防
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
（
e
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
た
。
1
～
2
カ
月
か
け

て
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

仕
方
を
教
え
る
。
社
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取
り

組
む
企
業
の
利
用
を
見
込

む。
東
大
の
川
上
憲
人
教
授
の

研
究
室
と
開
発
し
た
。
計
5

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
ス

ト
レ
ス
の
仕
組
み
」
　
「
自
分

行
動
療
法
」
と
呼
ぶ
手
法
を

取
り
入
れ
た
。
受
講
者
は
毎

回
、
仕
事
の
現
状
や
気
分
な

ど
を
書
き
込
ん
で
提
出
し
、

1
週
間
程
度
で
添
削
結
果
と

床
心
理
士
を
組
織
化
し
て

小－‥‥…一■－相川‥い、l心ノー…■‥－‥拙－叶い‥－…トー‥‥‥■－1‥…l小

頭
の
切
り
替
え
な
ど
指
導
へ
の
対
処
力
の
賢
に
つ
な

が
る
効
果
が
期
紆
で
き
る
。

を
整
理
す
る
コ
ツ
」
　
「
頭
の

切
り
替
え
法
」
な
ど
を
教
え

る
。
自
分
の
行
動
や
考
え
方

を
振
り
返
る
こ
と
で
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
認
知

と
も
に
臨
床
心
理
士
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
助
言

を
受
け
る
。
料
金
は
受
講
者

1
人
当
た
り
1
万
2
千
円
。

J
M
A
は
2
0
～
3
0
人
の
臨

臨
床
試
験
で
は
う
っ
病
の
発

症
が
4
分
の
ヰ
に
下
が
っ

た
。
う
つ
病
予
防
Ⅵ
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
日
本
で
訂
め
て
と
い

う。■
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．
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「2こrr4年（中歳26毎）丁6二百r7白て女鹿日工　‾

家電見本市「シー �テック」きょう開幕 

スマホの次にらむ

主な出展企業と内容

‡端 �≡‡東　芝 

メガネ型ウエアラブル端末「東 
芝グラス」の装着体験 

≡4NTTドコモ 

皮膚から放出される汗で体脂肪 
燃焼を測ろウエアラブル端末 

≡けルブス電気－ 
指を近づけると自動車のカギの 
開閉などができる指輪型ウエア 
ラブル端末 

捏†イオニア 
車のフロントガラスにルートな 
どの情報を表示するヘッドアッ 
プディスプレーを搭載したカー 
－ナビ 

≡≡デンソー 
ハイブリッド車や電気自動車の 
省エネを可能笹する半導体 

薯 �狛†ナソニック 

指先で画像が操作できる4Kバ 
一女葦功デー■一一や亡、‘千畑1｝　■■‾一十 

ぎ≡シャープ 

円形など様々な形のパネル「フ 
リーフオームディスプレイ」 

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
や

次
世
代
カ
ー
に
的

国
内
最
大
の
家
電
・
I
T

（
情
報
技
術
）
の
国
際
見
本

市
「
C
E
A
T
E
C
（
シ
」

テ
ッ
ク
）
ジ
ャ
パ
ン
」
が
7

日
、
幕
張
メ
ッ
セ
（
干
葉
市
）

で
開
幕
す
る
。
「
ポ
ス
ト
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
」

を
に
ら
ん
だ
技
術
展
示
が
多

く
、
東
芝
や
N
T
T
ド
コ
モ

は
最
新
の
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
機

器
を
出
展
す
る
。
パ
イ
オ
ニ

ア
や
デ
ン
ソ
ー
な
ど
の
次
世

代
カ
ー
向
け
の
先
端
技
術
も

注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

シ
ー
テ
ッ
ク
の
会
期
は
l
∫
1

日
ま
で
の
5
日
間
。
5
4
7

社
・
団
体
（
海
外
か
ら
は
2
4

カ
国
・
地
域
の
1
5
0
社
・

東
芝
が
発
表
し
た
メ
ガ
ネ
型
ウ
エ
ア
ラ
プ
ル

端
末
（
6
日
、
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
）

団
体
）
が
先
端
技
術
や
新
製

品
を
披
露
す
る
。
会
期
中
に

昨
年
よ
り
約
1
万
人
増
の
1
5

万
人
の
来
場
者
を
見
込
む
。

注
目
さ
れ
そ
う
な
の
が
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
機
器
と
次
世
代
カ

ー
向
け
の
技
術
だ
。

東
芝
は
メ
ガ
ネ
型
の
端
末

「
東
芝
グ
ラ
ス
」
を
展
示
す

る
。
ガ
ラ
ス
表
面
に
凹
凸
を

細
か
く
加
工
し
、
映
像
を
鮮

明
に
映
す
技
術
を
活
用
。
2

0
1
5
年
に
も
実
用
化
す

る
。
料
理
の
レ
シ
ピ
を
画
面

に
表
示
す
る
な
ど
個
人
向
け

用
途
の
開
拓
も
目
指
す
。
N

T
T
ド
コ
モ
は
皮
膚
か
ら
放

出
さ
れ
る
微
量
な
ガ
ス
で
脂

肪
の
燃
焼
度
合
い
を
測
定
し

て
結
果
を
表
示
す
る
ウ
エ
ア

ラ
ブ
ル
機
器
を
展
示
す
る
。

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
は
ソ

ニ
ー
や
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子

な
ど
が
商
品
化
し
て
い
る
。

今
後
の
一
段
の
普
及
を
に
ら

み
電
子
部
品
各
社
も
関
連
製

品
を
展
示
す
る
。
ア
ル
プ
ス

電
気
は
メ
ガ
ネ
型
の
ウ
エ
ア

ラ
ブ
ル
機
器
に
搭
載
で
き
る

小
型
の
視
線
セ
ン
サ
ー
を
開

発
し
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
ペ
ン
や

メ
ガ
ネ
塾
端
末
に
搭
載
で
き

る
直
径
3
・
5
㍉
㍍
の
ピ
ン

型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を

出
展
す
る
。

I
T
と
の
融
合
が
進
む
白

動
車
分
野
で
は
、
富
士
通
が

ク
ル
マ
に
搭
載
し
た
セ
ン
サ

ー
や
カ
メ
ラ
が
集
め
た
デ
ー

タ
を
統
合
し
て
、
安
全
な
運

転
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
を
展
示
す
る
。

デ
ン
ソ
ー
は
現
在
の
市
販
品

よ
り
も
省
エ
ネ
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
の
実

用
化
に
道
を
開
く
パ
ワ
ー
半

導
体
を
展
示
す
る
。

各
社
と
も
次
の
中
核
と
期

待
す
る
技
術
や
商
品
を
積
極

的
に
提
案
し
て
お
り
、
今
後

も
技
術
開
発
競
争
が
激
し
く



2014年（平成26年）10月∈）〔∃（木曜日）「廟　蘭

映像制作の香港電視

スマホに配信

日本勢10社超出店

アジア各国のネット通販市塙

（注）各国政府・業界団体などの調査を基に作成

ド
ラ
マ

ア
ジ
ア

香
準
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
・
配
信

会
社
、
香
港
電
視
網
絡
（
H
K
T
V
）
を

率
い
る
著
名
経
営
者
、
王
経
基
（
リ
ッ
キ

ー
・
ウ
ォ
ン
）
主
席
は
ア
ジ
ア
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
乗
り
出
す
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
な
ど
で
ド
ラ
マ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

登
場
す
る
商
品
を
購
入
す
る
」
と
い
う
映

像
コ
ン
テ
ン
ツ
と
連
動
し
た
独
特
の
販
売

手
法
を
採
用
す
る
。
日
本
か
ら
も
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
な
ど
1
0
社
超
が
出
店
を
予
定

する。

連
動
通
販

が
舞
台

王
主
席
は
香
港
の
本
社
で

日
本
経
済
新
聞
の
取
材
に

「
香
港
で
1
1
月
に
ネ
ッ
ト
通

販
事
業
を
始
め
、
中
国
大
陸

と
東
南
ア
ジ
ア
に
も
遅
出
す

る
」
と
述
べ
た
。
地
元
の
香

港
で
は
「
最
大
の
通
販
サ
イ

ト
を
め
ざ
す
」
と
語
っ
た
。

香
港
電
視
は
ド
ラ
マ
な
ど

の
映
像
制
作
を
手
掛
け
な
が

ら
、
放
送
事
業
へ
の
遅
出
を

目
指
し
て
い
る
。
自
社
放
送

の
開
始
に
向
け
既
に
ア
ク
シ

ョ
ン
シ
ー
ン
や
セ
ッ
ト
を
映

画
並
み
に
充
実
さ
せ
た
刑
事

ド
ラ
マ
「
警
界
線
」
を
動
画

サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

で
配
信
。
ア
ク
セ
ス
数
は
1

年
間
で
5
4
0
万
を
超
え
る

人
気
ぶ
り
で
同
社
の
制
作
能

力
へ
の
評
価
が
高
ま
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
人
気
女

優
を
起
用
し
た
政
界
の
裏
側

を
描
く
ド
ラ
マ
も
配
信
前
か

ら
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
高
い

評
価
を
通
販
に
生
か
す
。
通

販
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
各
社

の
食
品
や
洋
服
な
ど
の
商
品

が
登
場
し
た
り
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
り
す

る
ド
ラ
マ
を
制
作
し
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能
携

帯
端
末
）
に
配
信
す
る
。
視

ド
ラ
マ
画
面
の
下
側
で
商
品
を
紹
介
す
る
香
港
電
視
の
ス

マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け
画
面

J

　

…

・

・

－

！

　

・

聴
者
が
ド
ラ
マ
を
楽
し
み
な

が
ら
画
面
下
な
ど
に
映
る
サ

イ
ト
で
商
品
が
買
え
る
。

作
品
中
に
商
品

香
港
電
視
が
こ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
の

は
、
ド
ラ
マ
や
映
画
を
テ
コ

に
消
贅
行
動
を
誘
発
す
る
ケ

ー
ス
が
中
国
で
増
え
て
い
る

た
め
だ
。
韓
流
ド
ラ
マ
め
影

響
で
韓
国
の
化
粧
品
や
食
品

の
輸
入
が
拡
大
し
た
。
映
画

「
狙
っ
た
恋
の
落
と
し
方
。

（
中
国
の
題
名
『
非
誠
勿

擾
』
）
」
が
ヒ
ッ
ト
し
、
舞

台
で
あ
る
北
海
道
へ
の
旅
行

ブ
ー
ム
を
巻
き
撃
」
し
た
。

最
初
か
ら
作
品
中
に
商
品

を
仕
込
む
例
も
増
え
た
。
中

国
で
6
月
に
公
開
さ
れ
た
米

映
画
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ

ー
」
の
最
新
作
は
ス
ポ
ン
サ

ー
の
中
国
の
乳
業
大
手
や
自

動
車
大
手
の
製
品
を
盛
ん
に

登
場
さ
せ
た
。

ド
ラ
マ
な
ど
を
通
じ
商
品

宣
伝
す
る
手
法
は
ネ
ッ
ト
上

で
映
像
が
転
送
さ
れ
、
拡
散

す
る
と
効
果
が
広
が
る
。
日

本
で
は
映
像
の
著
作
権
に
厳

格
で
ネ
ッ
ト
上
で
の
映
像
配

信
に
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
う
し
た
手
法
の
普
及
を
阻

ん
で
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

国
際
金
融
都
市
の
香
港
は

住
民
の
所
得
水
準
が
高
く
、

世
界
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る

流
行
の
発
信
地
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
消
費
財
の
企
業
に

と
っ
て
は
店
舗
賃
料
の
高
騰

が
出
店
を
阻
む
原
因
に
な
っ

て
き
た
。
王
主
席
は
「
香
港
電
視
の

通
販
サ
イ
ト
を
使
う
こ
と

で
、
実
際
の
店
舗
を
新
設
す

る
よ
り
も
販
売
コ
ス
ト
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

香
港
以
外
の
営
業
地
域
に

中
国
大
陸
の
ほ
か
、
マ
レ
ー

シ
ア
と
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
東

南
ア
ジ
ア
各
国
は
中
国
に
ル

ー
ツ
を
持
つ
華
人
が
多
く
、

香
港
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

の
関
心
が
高
い
。
事
業
の
開

始
時
点
で
は
香
港
や
日
本
、

韓
国
な
ど
か
ら
2
ひ
0
社
以

上
が
出
店
し
、
北
方
種
以
上

有
償
毒
甘
通
し
。



せ活インフラ型へ

主な世界の対話アプリ 
（注） ヵッコ内はサービスし早野ク麦瑛二学士翠ノ′こく頂蓼二三 
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田景子1年6月， �億人　韓国ネイ 
バーが親 

会社 

田3㍍甜 �中国テン セントが 運営 

・◎蒜芸謡 �米フェイス フックが 買収 

LI NEが発表した主な戦時

特　徴 �開始時期 

転‡ � ���� �商業施設などの建物内地図を �2014年秋 
提供。パルコやルミネと提携－ 

韓 �擬 宰 � � � �クレジ）トカードや銀行口座 �14年冬 を使用。友人への送金や「割 
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蕪 �料 � �� �サイバーエージェント、グリ． �未　定 
ー �����ーとそれぞれ共同会社を設立 

L
I
N
E
↓
「
ラ
イ
フ
L
I
N
E
」
に
進
化

無
料
対
話
ア
プ
リ
の
L
I
N
E
（
東
京
・
渋
谷
）
は
9
日
、
金
融
や
音
楽
な
ど
生
活
に
密
著
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
を

発
表
し
た
。
こ
れ
ら
を
核
に
「
世
界
一
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
を
め
ざ
す
が
、
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
状
況
萱
不
す
月
間

利
用
者
数
は
1
億
7
千
万
人
で
、
米
申
大
手
2
社
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
日
米
で
上
場

を
計
画
す
る
な
か
、
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
へ
成
長
で
き
る
か
。

月
間
利
用
日
億
人

初
公
表
米
中
2
強
と
な
お
差

登
録
は
5
・
6
億
人

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
収

益
を
稼
ぐ
の
が
L
I
N
E
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
が
、
そ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ

る
無
料
の
対
話
ア
プ
リ
の
ユ

ー
ザ
ー
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
9
日
時

点
の
登
録
ユ
ー
ザ
ー
数
は
5

億
6
千
万
人
で
、
7
月
末
時

「
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
欧

扉
か
ら
劃
凡
人
矧
師
と
著

9
日
、
事
業
戦
略
発
表
会
で
質
問
に
答
え

る
森
川
社
長
（
千
葉
県
浦
安
市
）

「
ラ
イ
フ
（
生
活
）
と
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
両

面
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

撃
」
す
」
。
L
I
N
E
が
千

葉
県
浦
安
市
で
開
い
た
事
業

戦
略
発
表
会
。
森
川
亮
社
長

が
こ
う
意
気
込
み
を
語
っ
た

後
に
披
露
し
た
新
サ
ー
ビ
ス

実
に
広
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
登

録
し
た
が
利
用
し
て
い
な
い

人
が
含
ま
れ
る
。
9
日
に
初

公
表
し
た
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ

ー
ザ
ー
数
」
で
は
L
I
N
E

が
l
億
7
千
万
人
に
と
ど
ま

盲
の
に
対
し
、
米
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
傘
下
の
対
話
ア
プ
リ

で
株
式
公
開
の
準
備
を
進

て
い
た
が
、
年
内
は
上
場

見
送
る
こ
と
を
決
め
た
。

森
川
社
長
は
上
場
延
期

州
、
北
米
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
森
川
社
長
は
語
る

が
、
月
間
利
用
者
数
公
表
で

L
I
N
E
は
ラ
イ
バ
ル
と
よ

う
や
く
同
じ
土
俵
に
立
っ
た

三
∴
二
二
∵
二
∴
∴
■

申
し
た
い
。
投
資
家
が

的
に
投
資
し
た
い
と
息

も
ら
え
る
会
社
に
し
た

と
回
答
。
他
社
か
ら
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
も

の
と
こ
ろ
受
け
る
つ
も

墜
絹
㈹
絹
㈹
‥
乗
り
越
■

（
村
松
洋
兵
）

は
、
生
精
を
楽
し
む
た
め
の

視
点
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
「
L
I
N
E
 
P
a
y
」
。

対
話
ア
プ
リ
の
ア
カ
ウ
ン
ト

と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
銀

行
口
座
の
情
報
を
連
携
さ

せ
、
ネ
ッ
ト
や
実
店
舗
で
の

支
払
い
が
可
能
に
な
る
。
ア

プ
リ
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
だ

り
、
出
前
を
頼
ん
だ
り
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
も
年
内
に
手
掛

ける。音
楽
2
社
と
は
共
同
出
資

会
社
を
設
立
し
、
楽
曲
の
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
（
逐
次
再
生
）

配
信
を
開
始
す
る
。

最
大
手
「
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
」

が
6
億
人
、
亘
国
の
「
微
信

（
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
）
」
が

4
億
3
8

し
て
い
る

森
川
社

月
間
利
用

齢とは思っていない」と語

っ
た
が
、
「
米
中
2
社
と
の

実
力
差
は
大
き
い
」
と
見
る

向
き
は
多
い
■
′
。

上
場
よ
り
「
事
業
」

2
0
1
ユ
年
6
月
に
日
本

で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
L

I
N
E
は
、
テ
レ
ビ
C
M
な

ど
広
告
宣
伝
を
集
中
投
下
し

て
、
知
名
層
嵩
め
る
手
法

で
利
用
者
を
獲
得
し
て
き

た
了
米
匝
庖
強
に
追
い
つ
く

万
人
と
先
行

L
I
N
E
の

を
「
少
な
い

な
い
」
と
述
べ
た
。
上
場

期
は
韓
国
の
親
会
社
の
意

な
ど
と
も
言
わ
れ
る
な
か

現
時
点
で
は
新
サ
ー
ビ
ス

投
入
で
競
合
と
の
差
を
語

る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
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格安スマホなどと

サラ
l　ウ

勇吉等ざ法主亮多妻
針ンは日えに回l　杜　け示組絵
」＿旦竺ク＿墜

…
光
回
線
セ
ッ
ト
販
売
参
入

省
が
8
日
、
こ
う
し
た
仕

転
換
を
目
指
し
て
い
る
。

湘
　
N
T
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
は
9
日
、
N
T
T
東
西
地

域
会
社
が
近
く
始
め
る
光
回
線

の
卸
売
り
制
度
を
活
用
し
、
光

回
線
と
格
安
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

セ
ッ
ト
販
売
に
乗
り
出
す
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
セ
ッ
ト
販

売
は
K
D
D
I
（
a
u
）
が
先

行
し
、
N
T
T
ド
コ
モ
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
。
参
入
企
業
の

増
加
に
よ
り
、
利
用
者
の
選
択

肢
が
増
え
そ
う
だ
。

東
西
地
域
会
社
は
従
来
、
光

回
線
を
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
の
名

称
で
利
用
者
に
直
接
販
売
し
て

きた。だ
が
、
需
要
が
伸
び
悩
ん
で

お
り
、
外
部
企
業
に
卸
売
り
の

形
で
提
供
し
、
各
社
が
自
ら
の

サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ
て
販

売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の

れ
る
」
と
説
明
し
た
。

顧
客
企
業
向
か
説
明

を
評
価
す
る
と
の
見
解
を

ていた。－
N
T
T

は
格
安
ス

ッ
ト
接
続

を
組
み
合

り
、
「
顧
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ウ
エl

ブ

で
派
遣
登
録
可
能

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
面
談
不
要
に

テ
ン
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
傘
下
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
（
東
京
・
千
代
田
）
は
ウ

ェ
ブ
上
で
派
遣
登
録
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
従

来
は
派
遣
会
社
を
訪
問
し
て

面
談
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ

た
。
景
気
回
復
で
人
手
不
足

が
鮮
明
に
な
り
、
迅
速
に
人

材
が
欲
し
い
企
業
に
対
応
す

る
。
登
録
の
負
担
を
軽
く
し
、

登
録
人
数
を
2
0
1
5
年
3

月
ま
で
に
1
割
増
や
す
。
将

来
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
導

入
も
検
討
す
る
。

ウ
ェ
ブ
の
派
遣
登
録
は
人

材
大
手
で
初
め
て
。
従
来
の

登
録
希
望
者
は
派
遣
先
の
企

業
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

た
め
、
派
遣
会
社
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
技
能
や
希
望

の
職
種
な
ど
を
話
し
合
う
必

要
が
あ
っ
た
J
就
業
中
の
人

に
は
負
担
に
な
り
、
登
録
開

始
か
ら
完
了
ま
で
2
～
3
日

か
か
る
こ
と
も
あ
る
。

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
新

サ
ー
ビ
ス
は
名
前
や
職
歴
、

語
学
力
、
扱
え
る
パ
ソ
コ
ン

ソ
フ
ト
な
ど
を
入
力
す
る
の

み
だ
。
入
力
時
間
は
4
0
～
6
0

分
程
度
で
、
登
録
完
了
し
た

開
梱
報
銅
鐸
鍼

に
応
じ
て
、
ユ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
技
能
や
条
件
面
な

ど
を
電
話
や
ズ
ー
ル
で
追
加

確
認
し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

ぐ。



、
ノ
ク

l
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押風声

若
者
の
起
業
意
欲
弱
く

民
間
調
査
「
関
心
が
無
い
」
5
8
％

日
本
の
若
者
は
安
定
志
向

が
強
く
、
起
業
意
欲
は
希
薄

1
－
。
人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
大
手
の
ヘ
イ
ズ
・
グ
ル
ー

プ
の
調
査
で
こ
ん
な
結
果
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
1
8
～
3
0

歳
の
1
千
人
を
対
象
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
起
業
に
関
心

が
無
い
」
と
い
う
回
答
が
日

本
は
5
8
％
を
占
め
竃
調
査

し
た
世
界
1
3
カ
国
で
最
も
高

か
っ
た
。
2
0
1
4
年
版
中
小
企
業

白
書
は
起
業
希
望
者
数
が
約

8
4
万
人
と
1
9
9
7
年
か
ら

半
減
し
た
と
指
摘
。
「
看
過

し
が
た
く
、
早
急
な
対
策
が

求
め
ら
れ
る
」
と
危
機
感
を

あ
ら
わ
に
す
る
。

こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省

は
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

で
起
業
家
教
育
の
充
実
の
た

め
に
5
億
円
の
予
算
を
盛
り

込
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
は
大
学

・
大
学
院
向
け
が
中
心
だ
っ

た
が
、
今
後
は
小
中
学
校
や

高
校
向
け
の
施
策
に
も
注
力

す
る
方
針
だ
。
∴

関
連
企
業
愚
問
で
も
将
来

の
「
顧
客
」
開
拓
に
向
け
た

動
き
も
広
が
る
。
サ
イ
バ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
品
川
女

子
学
院
（
東
京
・
品
川
）
と

共
同
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

イ
ン
グ
の
企
画
を
作
る
取
り

組
み
を
始
め
た
。
ト
ー
マ
ツ

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
も
高

校
に
起
業
家
な
ど
が
出
向
く

「
出
前
授
業
」
を
展
開
す
る
。

し
か
ん
、
起
業
家
教
育
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
確
立
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ン
チ
ャ

ー
支
援
な
ど
を
手
掛
け
る
一

般
財
団
法
人
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー

の
市
川
隆
治
理
事
長
は
「
ま

だ
教
え
手
も
少
な
く
、
一
部

の
学
校
で
し
か
実
施
で
き
て

い
な
い
。
日
本
全
体
に
広
げ

て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

だ
」
と
指
摘
す
る
。
今
後
、

教
育
が
広
が
る
過
程
で
は
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
新
た
な
〝
商
機
″

も
見
え
て
き
そ
う
だ
。
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起業家教育に商機

ライフィズテックのワークショップで
は、中高生が新商品案を考え、提案す
る（5日、東京都千代田区の貝印本社）

「起業に関心が無い」と害えた若者の
比率は日本が最も高かった
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ラ
イ
フ
ィ
ズ
テ
ッ
ク

マ
イ
ト
イ

商
品
開
発
に
挑
戦

模
擬
会
社
を
経
営

中
高
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
起
業
家
教
育
に
力
を
入
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
出
て
き
た
。
大
手
企
業
と
連
携
し

た
体
験
型
の
メ
ニ
ュ
ー
や
教
師
へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
独
自
性
の
あ
る
サ
」
ビ
ス
を
用
意
。
日
本
の
若
者
の
起

業
意
欲
が
世
界
に
比
べ
て
低
い
と
さ
れ
る
な
か
、
危
機
感
を
持
つ
国
や
自
治
体
、
学
校
な
ど
と
組
ん
で
規
模
を
広
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。

「
こ
の
発
相
還
い
い
ね
。

他
の
商
品
に
生
か
し
て
も
面

白
い
か
も
し
れ
な
い
よ
」
。

5
日
、
東
京
都
千
代
田
区
に

あ
る
カ
ミ
ソ
リ
大
手
、
貝
印

の
本
社
。
「
つ
ま
み
や
す
い

五
角
形
の
つ
ま
よ
う
じ
」
と

い
う
企
画
事
を
読
ん
だ
同
社

の
社
員
が
真
剣
な
表
情
で
学

生
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
新

規
性
や
実
現
性
の
あ
る
纏
案

に
は
「
承
認
印
」
が
押
さ
れ
、

受
け
取
っ
た
生
徒
は
笑
顔
を

見
せ
た
。
中
高
生
向
け
の
I
T
（
情

報
技
術
）
教
育
を
手
掛
け
る

ラ
イ
フ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
（
東
京

・
目
黒
、
水
野
雄
介
社
長
）

が
始
め
た
新
事
業
の
初
日
の

風
景
だ
。
子
ど
も
の
職
業
体

験
施
設
「
キ
ッ
ザ
こ
ア
」
を

運
営
す
る
K
C
J
グ
ル
ー
プ

と
の
共
同
企
画
で
、
ラ
イ
フ

ィ
ズ
テ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
参
加
者
を
募
っ
た

と
こ
ろ
、
約
2
0
人
の
中
高
生

が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
今
後
3
カ
月

間
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
使

っ
て
試
作
品
を
作
っ
た
り
、

宣
伝
用
の
映
像
を
制
作
し
た

り
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組

む
。
1
2
月
に
は
貝
印
の
経
営

陣
に
新
商
品
案
を
提
案
し
、

優
秀
な
も
の
は
実
際
の
商
品

化
も
視
野
に
入
れ
る
。

参
加
蛍
用
は
月
1
万
4
千

円
。
水
野
社
長
は
「
中
高
生

に
提
案
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
商
品
に
す
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
強
調
す
る
。

今
後
は
貝
印
以
外
の
企
業
と

の
間
で
も
同
様
の
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
た
い
考
え
。

ラ
イ
フ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
が
運
営

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

な
ど
に
参
加
す
る
生
徒
を
増

や
す
狙
い
も
あ
る
。

マ
イ
ト
イ
（
岐
阜
県
大
垣

市
、
前
谷
智
香
社
長
）
は
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対

ム
を
提
供
す
る
■町憫

に
東
京
都
杉
並

象
に
「
模
擬
株
式
会
社
」
に

よ
る
起
業
家
教
育
を
手
掛
け

る
。
生
徒
ら
が

上
げ
た
と
い
う

稚社
を
立
ち

定
で
、
地

域
で
必
要
と
募
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
調
査
。
保
護
者

な
ど
か
ら
出
鼠
を
募
り
、
地

元
企
業
な
ど
と
組
ん
で
商
品

化
凄
。
自
潜
体
や

を
受
け
、
一

こ
れ
ま
で

な
ど
の
約

セ
ル
フ
ウ
イ
ン
グ
（
東
京

・
新
宿
、
平
井
由
紀
子
社
長
）

も
仮
想
の
会
社
を
立
ち
上
げ

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
企

業
や
自
治
体
な
ど
と
組
み
、

4
0
0
校
で
層
さ
れ
て
お

り
、
事
業
と
心
で
確
立
し
て

き
た
。
前
谷
社
長
は
「
体
験
”

を
通
じ
て
新
た
な
進
路
を
考

え
る
学
生
も
増
え
て
お
り
、

継
続
的
に
取
り
組
め
る
学
校

毒
や
し
て
い
き
た
い
」
と
山

力
を
込
め
る
。

小
中
学
生
ら
に
加
え
て
、
実

際
に
指
導
す
る
教
員
ら
へ
の

研
修
も
手
掛
け
る
。
プ
ロ
グ

蔑
ム
実
施
前
後
の
児
童
や
生

徒
の
意
識
の
変
化
な
ど
を
測

定
し
、
結
果
を
教
材
の
改
良

に
生
か
し
て
い
る
。



ネ
ッ
寸
通
じ
た
出
資
サ
イ
ト

グ
ー
パ
、
ゲ
ー
ム
向
け
開
設

つ
ク
＼パ・喰リ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

出
資
を
募
る
「
ク
ラ
ウ
ド

ア
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
」

を
運
営
す
る
グ
ー
パ
（
東
京

・
台
東
ハ
平
陪
瑛
社
長
）
は

ゲ
ー
ム
関
連
に
特
化
し
た
サ

イ
ト
を
1
0
月
下
旬
に
も
開

く
。
セ
ガ
子
会
社
の
セ
ガ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
と
提
携
し
、

サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
ゲ
ー
ム

会
社
な
ど
の
紹
介
を
受
け

る
。
3
年
後
を
め
ど
に
年
3

億
円
の
手
数
料
収
入
を
見
込

む。
新
サ
イ
ト
「
C
r
O
W
d

r
・
1
V
e
（
ク
ラ
ウ
ド
ラ
イ

ブ
）
」
を
立
ち
上
げ
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

や
パ
ソ
コ
ン
向
け
の
ゲ
ー
ム

開
発
な
ど
の
案
件
を
対
象
と

する。参
加
す
る
ゲ
ー
ム
会
社
は

1
0
万
円
以
上
の
調
達
目
槙
を

設
定
し
、
サ
イ
ト
閲
覧
者
が

1
0
0
万
円
以
内
で
出
資
す

る
。
グ
ー
パ
は
集
め
た
資
金

の
1
0
％
を
手
数
料
と
し
て
受

け
取
る
。
グ
ー
パ
は
セ
ガ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ス
と
フ
ジ
・
メ
デ
ィ
ア

・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
投
資
会
社
か
ら
出

資
を
受
け
て
お
り
、
業
務
面

㍉
言
∴
∴
㍉

ト
に
掲
載
す
る
ゲ
ー
ム
会
社

を
紹
介
。
フ
ジ
は
地
上
波
や

イ
ン
タ
ー
ネ
y
t
の
動
画
配

信
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
サ

イ
ト
蓋
旦
伝
亙
る
こ
と
を
検

討
す
る
。
　
武
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DDト、スマ木で連合
スマホ向け新サービス連携のイメ⊥ジ 

〈共通メニュー画面〉 

国　家さ 

訝‾一義喜学監 乍 べ，・・き・て二舜利・．．．≡≡、 

カレンタ⊥（A社）．経路案内（B社）　天気（C社） 

少車青 
r　　データ管理プラットフォーム 

（利用者情報を集約・分析） 

＋ト 
KDDtクル⊥プが提供 

有力スマートフォン向け
サービスの月間利用者数

（14年3月）

片間 利用者数 （万人） 

KDDI連合 �4，000 

グーグル �3，843 

ヤフー �3，603 

LINE �2，902 

フェイスブック �2，832 

楽　天 �2，787 

ツイッタ「 �2，細6 

（注）ニールセンの調査をもと
に作成。KDDI連合は参加
企業の利用者を単純合算

・
ネ
ッ
ト
1
1
社
が
情
報
共
有

ア
プ
リ
切
り
替
え
自
在

K
D
D
I
（
a
u
）
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
向
け
に
気
象
情
報
や
化
粧
品
の
口
コ
ミ
情
報
な
ど
を
提
供

す
る
独
立
系
の
有
力
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
1
1
社
と
提
携
す
る
。
利
用
者
が
各
社
の
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
や
サ

イ
ト
を
自
在
に
切
り
替
え
ら
れ
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
顧
客
情
報
も
共
有
す
る
。
合
計
で
月
4
千
万
人
規
模
が
使
う

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
使
い
勝
手
を
高
め
、
1
社
で
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
る
ヤ
フ
ー
な
ど
に
対
抗
す
る
。

利
用
者
4
0
0
0
万
人
規
模

気
象
情
報
の
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ズ
、
化
粧
品
口
コ
ミ
情

報
の
ア
イ
ス
タ
イ
ル
、
交
通

情
報
の
ナ
ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ

ン
（
東
京
・
港
）
な
ど
と
組

む
。
今
後
も
提
携
先
を
広
げ

る
考
え
。
国
内
に
お
け
る
各

社
の
月
間
利
用
者
を
単
純
合

算
す
る
と
、
当
面
の
提
携
先

の
‖
社
で
4
千
万
人
規
模
に

達
し
グ
ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
を

上
回
る
見
通
し
だ
。

各
社
は
現
在
の
ア
プ
リ
や

サ
イ
ト
の
提
供
を
継
続
す
る

一
方
、
月
内
に
も
共
通
の
メ

ニ
ュ
ー
画
面
を
追
加
す
る
。

メ
ニ
ュ
ー
画
面
は
必
要
な
時

に
引
き
出
し
て
使
う
形
式
を

予
定
す
る
。
利
用
者
は
参
加

企
業
の
ア
プ
リ
や
サ
イ
ト
の

闇
を
自
在
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
N

T
T
ド
コ
モ
や
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
利
用
者
も
使
え
る
。

利
用
者
の
同
意
を
得
て
利

用
情
轍
も
一
元
管
理
し
、
サ

ー
ビ
ス
の
使
い
勝
手
を
高
め

る
。
例
え
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
ア

プ
リ
に
出
張
の
予
定
を
登
録

す
る
と
、
交
通
ア
プ
リ
で
経

路
を
自
動
検
索
し
た
り
、
気

象
ア
プ
リ
で
目
的
地
の
天
気

を
表
示
し
た
り
す
る
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
想
定
し
て
い

る
。
従
来
こ
l
つ
し
た
連
携
は

グ
ー
グ
ル
な
ど
1
社
で
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企

業
し
か
実
現
で
き
な
か
っ

た。
K
D
D
I
は
独
立
系
の
有

力
企
業
と
組
む
一
方
、
資
金

面
で
も
支
援
す
る
。
新
構
想

の
実
現
に
向
け
生
活
情
報
サ

イ
ト
を
運
営
す
る
n
a
n
a

p
・
1
（
東
京
・
渋
谷
）
と
ラ

ン
キ
ン
グ
サ
イ
ト
の
ビ
ッ
ト

セ
ラ
ー
（
同
・
滞
）
を
買
収

し
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ジ
乱

ル
テ
（
同
）
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
情
報
ア
プ
リ
を
運
営
す
る

V
A
S
I
L
半
（
東
京
・
渋

谷
）
に
も
出
資
l
し
た
。
買
収

・
出
資
済
み
企
業
を
含
め
総闇

一
ニ
ュ
ー
画
面
に
広
告
を
配
僑
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」「安否確認」

フェイスブック

実名フル活用

交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
最
大
手
の
米

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
1
6
日
、
ネ
ッ
ト
広
告

の
強
化
を
柱
と
す
る
事
業
戦
略
を
日
本
で

発
表
し
た
。
利
用
者
の
実
名
登
録
を
生
か

し
、
精
度
の
高
い
ク
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告

を
日
本
を
含
む
世
界
に
広
げ
る
。
た
だ
、

個
人
情
報
の
活
用
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

を
は
ら
む
も
ろ
刃
の
剣
。
創
業
1
0
年
、
1
3

億
人
を
つ
な
ぐ
同
社
は
、
利
用
者
、
広
告

主
企
業
か
ら
「
い
い
ね
ー
」
を
集
め
る
存

在
に
な
れ
る
か
。

都
内
で
開
か
れ
た
戦
略
発

表
会
。
予
告
な
し
に
マ
ー
ク

・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
最
高
経

営
責
任
者
（
C
E
O
）
が
舞

台
に
現
れ
る
と
、
広
告
主
企

業
な
ど
が
つ
め
か
け
た
会
場

は
沸
い
た
。
「
世
界
に
は
ネ

ッ
ト
が
使
え
な
い
人
が
5
0
億

人
い
る
。
安
価
に
ネ
ッ
ト
を

纏
供
し
た
い
。
障
壁
を
ぶ
ち

こ
わ
す
」
。
グ
レ
ー
の
T
シ

ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
。
ラ
フ
な

格
好
で
野
心
的
な
目
標
を
さ

ら
り
と
言
っ
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
サ
ー

ビ
ス
の
特
徴
は
実
名
主
義

だ
。
こ
の
日
お
披
露
目
も
た

新
サ
ー
ビ
ス
「
災
害
時
情
報

セ
ン
タ
ー
」
も
実
名
な
ら
で

は
。
災
害
が
あ
っ
た
と
き
自

分
や
友
人
の
安
否
情
報
を
簡

単
に
共
有
で
き
る
。
2
1
0
1

1
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機

に
開
発
を
遅
め
、
世
界
で
利

用
可
能
に
し
た
。

1
2
年
の
上
場
直
後
、
収
益

力
へ
の
懸
念
か
ら
株
価
が
急

落
し
た
が
、
足
元
の
業
績
は

堅
調
だ
。
4
～
6
月
期
の
売

上
高
は
前
年
同
期
比
6
1
％

増
、
純
利
益
は
2
・
4
倍
。

売
り
上
げ
の
9
割
を
稼
ぐ
ネ

ッ
ト
広
告
が
モ
バ
イ
ル
分
野

を
中
心
に
伸
び
る
。

消
費
行
動
つ
か
む

そ
の
広
告
で
も
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
武
器
は
実
名
だ
。

現
在
、
ネ
ッ
ト
利
用
は
1
人

で
複
数
の
機
器
を
使
う
の
が

▼
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告

不
特
定
多
数
で
は
な
く
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
広
告

を
表
示
す
る
。
か
け
る
贅
用

に
対
す
る
広
告
効
果
が
高
い

と
さ
れ
る
。
一
般
に
は
サ
イ

ト
の
閲
覧
履
歴
な
ど
の
情
報

か
ら
属
性
や
興
味
・
関
心
な

ど
を
割
り
出
し
、
よ
り
適
し

た
広
告
を
配
信
す
る
。

当
た
り
前
。
従
来
の
手
法
で

は
利
用
端
末
が
変
わ
る
と
別

人
と
判
断
さ
れ
る
が
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
場
合
、
利
用

者
の
I
D
を
使
っ
て
そ
う
し

た
利
用
も
把
握
で
き
る
。

例
え
ば
、
「
ス
マ
ホ
で
見

た
広
告
に
刺
激
を
受
け
、
パ

ソ
コ
ン
の
ネ
ッ
ト
通
販
で
そ

れ
蓋
旦
っ
た
」
な
ど
の
動
き

が
わ
か
る
。
年
齢
や
居
住
地

な
ど
の
情
報
も
生
か
し
て
個

人
の
消
袈
行
動
を
精
度
高
く

つ
か
み
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
外

し
に
く
い
広
告
が
打
て
る
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
そ
う

し
た
最
新
の
広
告
技
術
を
世

界
の
広
告
主
企
業
に
本
格
的

に
売
り
込
み
始
め
た
。
日
本

法
人
の
岩
下
充
志
代
表
取
締

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ど
う
守
る

役
に
よ
る
と
、
狙
っ
た
属
性

の
個
人
に
広
告
が
届
く
割
合

は
従
来
の
ネ
ッ
ト
広
告
が
4

割
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
9

割
と
い
う
。

モ
バ
イ
ル
先
進
国

だ
が
、
l
筋
縄
で
は
い
か

な
い
。
正
確
に
利
用
者
を
追

う
ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
な
広
告

は
バ
ー
ゲ
ン
な
ど
お
得
な
情

報
を
逃
さ
な
い
利
点
が
あ
る

半
面
、
ネ
ッ
ト
利
用
の
様
子

を
の
ぞ
き
見
ら
れ
る
よ
う
な

薄
気
味
悪
さ
を
伴
う
。

実
際
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

は
批
判
も
浴
び
て
き
た
。
0
7

年
、
利
用
者
が
買
っ
た
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
友
人
に
知
ら

せ
る
広
告
を
強
め
る
と
、
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
だ
」
と

の
声
が
出
て
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー

グ
氏
が
謝
罪
し
、
サ
ー
ビ
ス

撤
回
に
追
い
込
ま
れ
た
。
個

戦
略
発
表
会
に
参
加
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
マ
ー
ク
・

サ
ッ
カ
ー
バ
ー
ク
C
E
O
㊧
と
ハ
ビ
エ
ル
・
オ
リ
パ
ン
副

社
長
（
1
6
日
、
都
内
）

人
情
報
の
共
有
範
罪
を
簡
単

に
チ
ェ
ッ
ク
し
変
更
で
き
る

し
く
み
を
撃
見
る
な
ど
手
を

打
つ
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

番
が
十
分
か
米
当
局
な
ど
が

巨
を
光
ら
せ
る
。

試
行
錯
誤
が
続
く
な
か
、

ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
氏
は
「
高

い
品
質
を
求
め
ら
れ
る
日
本

で
は
モ
バ
イ
ル
に
つ
い
て
学

べ
る
」
と
語
り
、
先
端
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ン
ト
を
日
本

で
探
る
意
向
を
示
し
彗
同

姓
同
名
の
別
人
と
間
違
わ
ず

に
す
む
、
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
h

る
友
達
申
請
や
、
ス
タ
ン
プ

を
使
っ
た
コ
メ
ン
ト
投
稿
な

ど
は
、
「
日
本
発
」
の
新
し

い
独
自
サ
ー
ビ
ス
だ
。

「
2
0
～
2
5
年
に
は
、
新
し

い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な

る
」
。
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
氏

は
今
年
買
収
し
た
ゴ
ー
グ
ル

型
の
仮
想
現
実
の
映
像
端
末

ベ
ン
チ
ャ
ー
、
米
オ
キ
ュ
ラ

ス
V
R
に
触
れ
、
I
T
（
情

報
技
術
）
機
器
利
用
の
あ
り

方
が
が
ら
り
と
変
わ
る
ポ
ス

ト
・
ス
マ
ホ
時
代
の
競
争
を

勝
ち
抜
く
と
宣
言
し
た
。

新
種
の
ネ
ッ
ト
広
告
で
ど

の
く
ら
い
の
利
用
者
、
広
告

主
を
熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
で
き

る
か
。
次
の
1
0
年
の
勢
力
図

を
決
め
る
競
争
が
始
ま
っ
て

いる。　、（
編
集
要
阜
嵐
山
恵
こ
町



2014年（平成26年）10月17日（金曜日）

－一一・・・　　　　二＝・＿＿　六二一一　一－ー

祈つぶやき」集めて分析

販売や防災、効率的に

企業が分析対象としているデータ
0　10　20　30％

顧客情報や取引履歴‥…・

社員のメール履歴や営業日報
など
顧客属性が分かるPOSデータ

コールセンターで記録した音声
データ

位置情報…‥

設備t機械や業務機器のセン
サーデータ

物流などのICタクデータ…‥・

ソーシャルメディアの情報

ECサイトのログなど日日・

デモグラフィックデータなど（注）野村総研調べ、2月時点

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
呼
称

は
、
2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら
I

T
（
情
報
技
術
）
業
界
が
使
い
始

め
た
と
さ
れ
る
。
既
に
一
般
に
も

浸
透
し
っ
つ
あ
る
が
、
明
確
な
基

準
は
な
い
。
新
聞
の
朝
刊
数
十
万

年
分
に
相
当
す
る
数
百
㌔
（
ヂ
は

1
兆
）
げ
以
上
に
の
ぼ
る
と
の
見

方
も
あ
る
が
、
企
業
は
自
社
の
サ

ー
ビ
ス
や
目
的
に
あ
わ
せ
て
使
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
単
に
「
膨

大
な
デ
ー
タ
」
を
指
し
て
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
呼
ぶ
ケ
ー
ス
も
多
い
。

国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
の
佐
藤

一
郎
さ
ん
は
「
企
業
が
自
前
の
情

報
シ
ス
テ
ム
で
処
理
で
き
な
く
な

っ
た
情
報
量
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

す
る
の
が
よ
い
」
と
話
す
。

デ
ー
タ
量
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
0
0
年
代
か
ら
高
性

能
な
I
T
機
器
が
増
え
て
デ
ー
タ

量
が
拡
大
、
企
業

は
対
処
に
追
わ
れ

た
。
デ
ー
タ
の
種

類
や
形
式
の
多
様

化
も
運
ん
だ
。
大

手
企
業
が
扱
う
デ

ー
タ
量
は
毎
年
6

割
ほ
ど
増
え
て
い

ビ

ッ
グ
デ

先
読
み
の
武
器

る
と
の
見
方
も
あ

る。
か
つ
て
は
顧
客
デ
ー
タ
や
P
O

S
（
販
売
時
点
情
報
管
理
）
デ
ー

タ
な
ど
、
き
ま
っ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
管
理
し
や
す
い
「
構
造
化
デ

ー
タ
」
が
大
半
だ
っ
た
。
最
近
は

ブ
ロ
グ
の
文
字
や
映
像
、
電
子
書

籍
の
活
字
と
い
っ
た
「
非
構
造
化

デ
ー
タ
」
が
急
増
し
て
い
る
。
I

T
や
通
信
技
術
の
発
展
で
そ
れ
ら

を
細
か
く
収
集
し
、
分
析
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

ス
マ
ホ
や
家
電
か
ら

急
速
に
普
及
し
た
I
T
機
器
の

代
表
例
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス

マ
ホ
）
。
移
動
中
を
含
め
て
使
わ

れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
そ
の
も
の

で
、
誰
も
が
手
軽
に
情
報
を
や
り

と
り
で
き
る
。
さ
ら
に
様
々
な
家

電
製
品
は
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
機

能
が
高
度
化
ん
鴬
大
量
の
情
報

を
扱
え
る
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
台
頭
し
、
身
の
回
り

ユ
ー
ザ
ー
の
発
言
傾
向
や
関
係
性

を
分
析
し
、
そ
れ
を
基
に
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
や
広
告
戦
略
に
生
か

し
、
新
た
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
生

む
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で
き
た
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
応
用
で
き
る

分
野
は
と
て
も
多
い
。

例
え
ば
中
国
電
力
が
6
月
、
島

根
原
子
力
発
電
所
（
松
江
市
）
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
故
障

の
予
兆
監
視
シ
ス
テ
ム
を
N
E
C

か
ら
導
入
し
た
。
3
5
0
0
個
の

セ
ン
サ
ー
を
様
々
な
機
器
に
取
り

付
け
て
振
動
や
圧
力
な
ど
を
測

定
。
デ
ー
タ
自
体
で
は
な
く
、
デ

ー
タ
同
士
の
相
関
関
係
が
い
つ
も

の
状
態
か
ら
は
み
出
す
と
異
変
を

察
知
し
停
止
前
に
警
報
を
出
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
小
売
店
の

販
促
活
動
で
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は

括
躍
す
る
。
野
村
総
合
研
究
所
は

大
手
量
販
店
と
協
力
し
、
顧
客
約

1
万
人
を
対
象
に
実
証
実
験
を
し

た
。
顧
客
の
属
性
や
購
買
履
歴
な
一
、

ど
の
デ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め
解
析
一

し
て
お
く
。
そ
の
顧
客
が
店
舗
に

近
づ
い
た
頃
を
見
苛
り
い
、
割
り

引
き
ク
ー
ポ
ン
を
ス
マ
ホ
に
配
信

し
た
と
こ
ろ
、
集
客
で
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
。

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
と

個
人
情
報
ど
う
保
護

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
括
用
で
気
に

な
る
の
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
問
題
だ
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使

え
ば
個
人
の
購
買
履
歴
な
ど
の
行

動
を
丸
裸
に
で
き
る
。
例
え
ば
、

自
宅
の
電
球
が
切
れ
た
瞬
間
を
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
で
察
知
し
、
す

ぐ
さ
ま
新
商
品
を
メ
ー
ル
で
紹
介

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
た
だ
行
き

す
ぎ
た
サ
ー
ビ
ス
は
不
気
味
さ
を

生
み
、
反
発
を
招
く
。

こ
う
し
た
懸
念
に
対
処
す
る
た

め
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
は
昨
年
、

I
C
カ
ー
ド
乗
車
券
「
S
u
・
1
C

a
（
ス
イ
カ
）
」
の
利
用
デ
ー
タ

の
外
部
へ
の
販
売
を
や
め
た
。
政

府
は
6
月
に
個
人
デ
ー
タ
の
括
用

に
関
す
る
大
綱
を
決
定
し
、
個
人

情
報
保
護
法
の
改
正
作
業
を
始
め

た
。
個
人
情
報
保
護
の
ル
ー
ル
作

り
で
は
欧
米
が
先
行
し
て
い
る
。

ト
野
村
総
研
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
長
の
増
田

有
孝
さ
ん
は
「
個
人
情
報
を
扱
う

際
は
相
手
側
に
そ
の
旨
を
承
知
し

て
も
ら
い
、
後
か
ら
で
も
拒
否
で

き
る
仕
組
み
が
い
る
」
と
指
摘
す

る
。
便
利
さ
と
気
持
ち
よ
さ
の
度

合
い
は
必
ず
し
も
比
例
し
な
い
と

肝
に
銘
じ
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。

（山本優）

の
膨
大
な
数
の
セ
ン
サ
ー
が
情
報
盲
士
通
子
会
社
の
富
士
通
研
究
所

一
を
吸
い
上
げ
る
。
情
報
が
イ
ン
フ

ラ
と
な
り
社
会
を
支
え
る
。

佐
藤
さ
ん
は
「
情
報
が
情
報
を

生
む
社
会
に
な
っ
た
」
と
も
話
す
。

現
在
、
ネ
ッ
ト
の
交
流
サ
イ
ト
（
S

N
S
）
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
ユ
ー

ザ
ー
が
身
の
回
り
の
出
来
事
を
頻

繁
に
投
稿
し
て
い
る
。
S
N
S
上

の
情
報
か
ら
サ
イ
ト
運
営
会
社
が

（
川
崎
市
）
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
使
い
土
砂
災
夢
な
ど
の
前
兆
を

つ
か
む
技
術
の
研
究
を
進
め
る
。

ツ
イ
ッ
ク
ー
の
大
量
の
つ
ぶ
や
き

か
ら
↓
河
川
の
浸
水
」
や
「
停
電
」

な
ど
自
然
災
害
に
絡
ん
だ
キ
ー
ワ

芋
ド
を
拾
い
、
土
砂
災
害
の
予
兆

盲
検
知
す
る
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
リ
ア

▼
元
タ
イ
ム
で
ど
の
地
域
に
災
害
が

官
る
の
か
を
把
握
で
き
る
。
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トップ、初の店舗減∴

ミニストップは年間で初めて総店舗数が減る

今年度は大手3社以外は店舗数が伸びない

2014年　15年2月末
2月末　　見込み

16，319　17，519

11，606　12，288

10，547　11，451

6，359　　6，354

2，218　　2，203

563　　　　573

655　　　　644

（注）▲はマイナス。スリーエフとポプラは単体

出
店
拡
大
、
曲
が
ち
角

国
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
各
社
の
出
店
ペ
ー
ス
に
ば
ら
つ
き
が
出
て
き
た
。

5
位
の
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
は
2
0
1
4
年
度
末
の
総
店
舗
数
が
初
め
て
前
年
度
末
か
ら
減

る
。
4
位
の
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
も
3
年
ぶ
り
に
減
少
す
る
見
通
し
だ
。
最
大
手
の

セ
ブ
ン
－
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
の
上
位
企
業
や
食
品
ス
ー
パ
ー
に
顧
客
が
奪
わ

れ
、
消
費
増
税
後
の
売
り
上
げ
が
苦
戦
し
て
い
る
た
め
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
大
手
が
そ
ろ
っ

て
規
模
を
追
求
す
る
モ
デ
ル
が
曲
が
り
角
を
迎
え
た
。

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
は
1
5
年
2

月
末
に
連
結
ベ
ー
ス
の
店
舗

数
が
2
2
0
3
店
に
な
る
見

通
し
で
、
1
4
年
2
月
か
ら
ほ

店
減
る
。
新
規
出
店
数
は
1

1
5
と
前
年
度
並
み
だ
が
、

閉
店
数
が
1
3
0
と
4
0
ほ
ど

増
え
る
。
7
月
に
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
C
F
S

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と

の
提
携
を
解
消
し
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
と
の
融
合
店
「
れ

こ
っ
ず
」
が
3
0
減
る
。

サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
は
ノ

1
5
年
2
月
末
に
6
3
5
4
店

と
、
1
4
年
2
月
末
よ
り
も
5

店
減
る
見
通
し
。
京
都
府
や

奈
良
県
な
ど
で
「
サ
ン
ク
ス
」

を
約
1
0
0
店
運
営
し
て
い

た
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー

ン
（
F
C
）
加
盟
企
業
が
ロ

ー
ソ
ン
に
く
ら
替
え
し
た
こ

と
が
響
く
。
今
年
4
月
に
1
4

年
度
の
新
規
出
店
計
画
を
当

初
の
6
0
0
店
か
ら
4
0
0

店
に
修
正
し
て
い
た
が
、
今

月
に
な
っ
て
3
7
6
店
に
と

ど
ま
る
見
通
し
を
発
表
し

た。
コ
ン
ビ
l
王
ン
ス
ス
ト
ア

は
F
C
加
盟
企
業
が
店
を
経

営
し
、
本
部
は
販
売
促
進
贅

な
ど
を
負
担
す
る
方
式
を
取

っ
て
い
る
。
収
益
性
が
低
下

し
た
チ
ェ
ー
ン
の
オ
ー
ナ
ー

は
新
た
な
店
を
出
す
の
を
控

え
る
ほ
か
、
本
部
は
新
た
な

加
盟
店
を
獲
得
し
に
く
く
な

る。
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
は
1
4
年
3

」
8
月
期
の
既
膚
店
売
上
高

は
前
年
同
期
比
で
4
・
2
％

減
だ
っ
た
。
「
増
税
後
の
た

ば
こ
販
売
の
不
腰
や
、
悪
天

候
で
客
数
が
伸
び
な
か
っ
た

こ
と
が
響
い
て
飲
料
の
売
り

上
げ
が
振
る
わ
な
か
っ
た
」

（
宮
下
直
行
社
長
）

最
大
手
の
セ
ブ
ン
－
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
今
年
度

に
1
6
0
0
店
と
計
画
通
り

の
出
店
を
続
け
る
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
P
B
＝

自
主
企
画
）
の
商
品
や
総
菜

な
ど
独
自
開
発
品
の
刷
新
を

続
け
て
お
り
、
増
税
後
も
コ

ン
ビ
ニ
で
は
唯
一
、
既
存
店

売
上
高
の
プ
ラ
ス
を
維
持
し

て
い
る
。
消
費
者
の
節
約
志
向
の
高

ま
り
も
あ
り
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
の
ほ
か
は
コ
ン
ビ
ニ
よ

り
も
安
い
価
格
で
食
品
や
日

用
品
を
販
売
す
る
量
販
店
に

消
費
者
を
奪
わ
れ
て
い
る
。

1
0
3
0
店
を
計
画
す
る
2

位
の
ロ
ー
ソ
ン
は
「
過
度
な

出
店
競
争
は
し
な
い
」
　
（
玉

塚
元
一
社
長
）
と
、
出
店
競

争
か
ら
一
線
を
画
す
方
針
を

表
明
。
3
位
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
は
今
月
、
1
6
0
0

店
の
当
初
計
画
を
1
3
0
0

店
に
修
正
し
た
。

今
月
に
は
ロ
ー
ソ
ン
が
ポ

プ
ラ
に
5
％
を
出
資
し
、
商

品
の
開
発
や
仕
入
れ
な
ど
で

連
携
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
今
後
、
業
界
内
の
合
従

連
衡
が
活
発
に
な
る
可
能
性

l
一
が
あ
る
。



小
売
り
参
入
」
市
場
急
拡
大

格
安
ス
マ
ホ
は
M
V
N
O

の
「
S
I
M
カ
ー
ド
」
と
通

信
会
社
を
自
由
に
選
べ
る

「
S
I
M
フ
リ
ー
」
の
端
末

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

大
手
携
帯
電
話
会
社
の
ス
マ

ホ
に
比
べ
て
料
金
の
安
さ
が

最
大
の
魅
力
。
大
手
小
売
り

の
参
入
な
ど
で
市
場
は
急
拡

大
し
て
い
る
。

M
M
絵
研
（
東
京
・
港
）

の
推
計
に
よ
る
と
、
2
0
1

3
年
度
に
4
7
1
0
億
円
だ

っ
た
M
V
N
O
サ
ー
ビ
ス
の

市
場
規
模
は
1
6
年
度
に
は
6

割
増
の
7
6
8
0
億
円
に
達

す
る
。
日
本
の
M
V
N
O
回

線
の
普
及
率
は
1
・
8
％
だ

が
、
「
ド
イ
ツ
や
北
欧
な
ど

は
1
割
を
超
え
て
お
り
、
潜

在
需
要
は
大
き
い
」
。
国
も

M
V
N
O
が
参
入
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

一
方
で
、
今
後
は
安
さ
だ

け
で
な
く
特
徴
の
あ
る
周
辺

機
能
な
ど
蓋
替
つ
動
き
も
出

て
き
そ
う
。
M
V
N
O
関
係

者
か
ら
は
「
童
戸
認
識
サ
ー

ビ
ス
を
手
掛
け
る
ベ
ン
チ
ャ

ー
と
組
み
た
い
」
　
「
ス
マ
ホ

と
家
電
製
品
の
連
携
な
ど

『
I
O
T
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
）
』

に
注
目
し
て
い
る
」
と
い
っ

た
声
が
あ
が
る
。

大
手
携
帯
電
話
会
社
の
ス

マ
ホ
に
比
べ
て
ま
だ
市
場
が

小
さ
い
こ
と
か
ら
、
大
手
の

シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
な
ど
は

あ
ま
り
周
辺
サ
ー
ビ
ス
を
手

掛
け
て
い
な
い
。
た
だ
、
市

場
が
広
が
れ
ば
参
入
企
業
も

増
え
て
き
そ
う
で
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
各
社
は
コ
ス
ト
の
低
さ

や
開
発
ス
ピ
ー
ド
の
早
さ
を

武
器
に
実
績
を
積
み
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
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幅広い関連ビジネスが期待できる 

貢還琶芸l訂＼ �� 

同期 � �戸ア‾「 専用アプリ 汎用品を端末 に合わせてカ スタマイズ 声認識 

■■ － 

インターネットの ��音声で文字の打ち 
有害サイトを遮断，． ��込みが可能に 

ホ
軍
マ
援
ス
へ
安
化
格
進

A
O
S
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

エ
ー
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

デ
ー
タ
の
復
旧
保
険

S
N
S
監
視
ア
プ
リ

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
開
発
中
の
専
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
は
顧
客
の
自
社
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
宣
伝
す
る

イ
オ
ン
や
ヤ
マ
ダ
電
機
な
ど
大
手
小
売
業
の
相
次
ぐ

参
入
で
急
速
に
存
在
感
を
増
す
格
安
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
。
大
手
携
帯
電
話
会
社
に
比
べ
て
周
辺
サ

ー
ビ
ス
が
未
整
備
な
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
に
著
目
し
、

通
信
事
業
者
な
ど
に
自
社
技
術
室
田
り
込
む
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
増
え
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
関
連
な
ど
で
培
っ

た
技
術
力
と
コ
ス
ト
競
争
力
を
武
器
に
、
拡
大
す
る
市

場
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
開
発
費
は
こ
ち
ら
が
負

担
し
ま
す
」
。
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
を
手
掛
け
る
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
（
垂
早
渋
谷
）

の
牟
礼
知
仁
社
長
は
半
年

前
、
U
－
N
E
X
T
（
同
）

に
こ
う
持
ち
掛
け
た
。
同
社

は
大
手
携
帯
電
話
会
社
か
ら

借
り
た
回
線
で
低
価
格
の
通

信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仮

ス
な
ど
を
サ
イ
ト
で
宣
伝

し
、
発
生
し
た
利
用
料
の
一

部
を
受
け
取
る
。

牟
礼
社
長
は
「
格
安
ス
マ

ホ
は
料
金
競
争
が
さ
ら
に
激

し
く
な
る
。
周
辺
サ
ー
ビ
ス

で
他
社
と
の
違
い
を
出
そ
う

と
い
う
事
業
者
も
増
え
て
く

る
」
と
見
る
。
今
後
も
「
自

社
開
発
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で

早
く
導
入
で
き
る
」
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
顧
客
を
開

拓
。
5
年
後
に
は
こ
の
事
業

で
2
億
～
3
億
円
の
売
り
上

げ
を
見
込
む
。

′
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
復
旧

サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
A
O

S
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
東
京

・
港
、
佐
々
木
隆
仁
社
長
）

は
M
V
N
O
な
ど
の
事
業
者

に
デ
ー
タ
復
旧
保
険
皇
冗
り

込
む
。
利
用
者
は
1
台
当
た

り
月
数
百
円
の
料
金
が
か
か

る
が
、
消
失
し
た
デ
ー
タ
が

数
週
間
で
復
旧
さ
れ
て
D
V

D
な
ど
で
受
け
取
れ
る
。
す

で
に
1
0
社
以
上
が
基
本
プ
ラ

ン
と
し
て
採
用
し
て
お
り
、

加
入
端
末
は
数
万
台
に
達
し

て
い
る
と
い
う
。

家
電
量
販
店
向
け
な
ど
に

ス
マ
ホ
端
末
を
販
売
す
る
プ

ラ
ス
ワ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
（
東
京
・
港
）
も
1
2
月
発

売
の
新
機
種
で
導
入
を
検
討

中
。
同
社
に
は
「
ト
イ
レ
に

落
と
し
て
デ
ー
タ
が
消
え

た
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
増
田
薫
社

長
は
「
自
社
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
。
外
部
の
優
秀
な
技

術
を
使
い
た
い
」
と
話
す
。

「
是
非
、
話
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
」
。
子
ど
も
の
S
N

S
（
交
流
サ
イ
ト
）
利
用
を

見
守
る
ア
プ
リ
を
手
掛
け
る

エ
ー
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
（
東
京

・
品
川
、
西
谷
雅
史
社
長
）

は
7
月
、
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ

グ
ル
ー
プ
の
メ
ガ
ハ
ウ
ス
か

ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
。

メ
ガ
ハ
ウ
ス
は
女
子
小
生

学
生
向
け
の
格
安
ス
マ
ホ
を
H

販
売
す
る
。
同
社
詣
「
S
N

S
の
利
用
な
ど
に
不
安
を
持

つ
親
は
多
い
。
対
策
が
必
要

だ
っ
た
が
、
自
社
だ
け
の
開

発
で
は
時
間
も
費
用
も
掛
か

る
」
と
考
え
た
。

干
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
ま
一

想
移
動
体
通
信
事
業
者
（
M

V
N
O
）
。
ヤ
マ
ダ
電
機
が

販
売
す
る
格
安
ス
マ
ホ
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。
・

牟
礼
社
長
が
提
案
し
た
の

は
N
T
T
ド
コ
モ
の
「
d
メ

ニ
ュ
ー
」
や
K
D
D
I
の
「
a

u
ス
マ
ー
ト
パ
ス
」
の
よ
う

な
専
用
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
。
格
安
ス
マ
ホ
で
は
手
薄

な
サ
ー
ビ
ス
で
、
導
入
す
れ

ば
利
用
者
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
見
た
り
、
ク
ー
ポ
ン
を
入

手
し
た
り
で
き
る
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
従

来
型
の
携
帯
電
話
向
け
の
サ

イ
ト
運
営
な
ど
で
培
っ
た
技

術
を
応
用
。
無
料
で
提
供
す

る
代
わ
り
に
、
M
V
N
O
が

手
掛
け
る
映
像
配
信
サ
ー
ビ

ず
汎
用
ア
プ
リ
を
提
供
。
今

後
は
安
全
性
を
高
め
る
た
め

に
監
視
項
目
を
増
や
し
、
デ

ザ
イ
ン
面
も
端
末
に
合
わ
せ

た
専
用
ア
プ
リ
を
開
発
す

る
。
現
在
は
無
料
提
供
し
て

い
る
が
、
将
来
的
に
は
ユ
ー

ザ
ー
課
金
に
切
り
替
え
て
収

入
雀
得
る
考
え
だ
。
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大多和　直樹

帝京大学准教授

交友活発、勉強は消極的
携帯・スマホの利用頻度と学校生活の関係（％）

スマホ使用 ��轟音糊 

項　目 �2時間 �2時間 �携帯 �携帯 
以上 �未満 �使用 �不使用 

いつも友達とつながってい るという感覚がある �57．4 �43．3 �38．1 �35．7 

携帯・スマホがないと不安 �50，5 �24．4 �17．9 �ー 

友達とrけんか」や「絶交」を している �22．5 �13．3 �12．6 �8．5 

学校の勉強が好き �18．0 �35．0 �34．6 �39．8 

［男子のみ］自分のグループ はクラスの中で力を持って いる �54．1 �44．6 �39．5 �37．4 

怯）数値は「とてもあてはまる」・はああてはまる」の割合

学校生活のツールに■制限よりサポートを

t
 
l
」

大
多
和
直
樹
・
帝
京
大
学
准
教
授
の
中
学
生
調
査
に
よ
る
と
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
を
長
時
間
使
う
生
徒
は
、
友
達
と
グ
ル
ー
プ
で
行
動

し
ク
ラ
ス
で
中
心
的
存
在
だ
が
、
勉
強
は
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
い
と
い
う
。

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
の
普

及
は
小
中
学
生
に
ま
で
進

み
、
今
や
子
供
に
こ
れ
ら
の

機
器
を
持
た
せ
る
か
ど
う
か

が
家
庭
教
育
の
懸
案
事
項
に

な
っ
て
い
る
。
学
業
へ
の
影

哲
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
を

考
え
る
に
つ
け
、
子
供
に
携

帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を
買
い
与

え
る
際
に
漠
然
と
し
た
不
安

を
覚
え
る
保
讃
者
も
多
い
。

子
供
の
携
帯
電
話
使
用
へ

の
関
心
が
高
ま
る
一
方
で
、

学
校
生
活
と
の
関
係
で
携
帯

電
話
や
ス
マ
ホ
の
使
用
を
捉

え
る
学
術
的
な
調
査
研
究
は

意
外
に
少
な
い
。
そ
こ
で
私

た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

2
0
1
4
年
2
月
～
3
月
に

垂
尻
都
の
公
立
中
学
校
5
校

で
質
問
紙
調
査
を
実
施
し

た
。
対
象
者
は
中
学
J
～
3

年
生
1
1
9
5
人
で
あ
る
。

□

　

□

　

□

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
の
普

及
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
自

分
専
用
の
ス
マ
ホ
を
使
用
し

て
い
る
生
徒
は
5
4
・
6
％
。

1
日
に
2
時
間
以
上
使
用
す

る
生
徒
（
以
下
、
こ
の
類
型

を
【
2
h
以
上
】
と
呼
ぶ
）

が
2
6
・
5
％
、
2
時
間
未
満

（
同
【
2
h
未
満
】
）
が
2
8

・
1
％
だ
っ
た
。

ス
マ
ホ
は
使
わ
な
い
が
携

帯
電
話
を
利
用
し
て
い
る
生

徒
（
同
【
携
帯
】
）
は
2
6
・

ノ
5
％
で
、
携
帯
電
話
も
ス
マ

ホ
も
使
用
し
て
い
な
い
生
徒

（
同
【
不
使
用
】
）
は
1
9
・

8
％
に
す
ぎ
な
い
。

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
の
普

及
が
進
む
一
方
で
、
こ
れ
ら

の
機
器
の
使
用
が
原
因
で
深

刻
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
経
験
の
あ
る
生
徒
は
一

部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
「
ネ
ッ
ト
の
知
ら
な
い

人
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
」
に
、
「
と
て
も

あ
て
は
ま
る
」
　
「
ま
あ
あ
て

は
ま
る
」
と
答
え
た
生
徒
は

7
・
5
％
。
ネ
ッ
ト
い
じ
め

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
と
関
係
が

深
い
と
さ
れ
る
「
学
校
裏
サ

イ
ト
を
よ
く
見
る
」
割
合
も

3
・
6
％
と
低
い
。

意
外
だ
っ
た
の
は
、
携
帯

電
話
・
ス
マ
ホ
の
使
用
に
つ

い
て
親
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

あ
ま
り
行
き
渡
っ
て
い
な
い

こ
と
だ
。
有
害
サ
イ
ト
等
に

ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
す
る
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
か
か
っ
て

い
る
割
合
は
、
使
用
者
の
6
3

・
8
％
に
と
ど
ま
る
。
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
保
護

者
と
取
り
決
め
を
し
て
い
る

割
合
は
同
5
6
・
3
％
と
さ
ら

に
低
く
な
る
。

次
に
、
ス
マ
ホ
を
長
時
間

使
用
す
る
【
2
h
以
上
】
の

生
徒
に
着
目
し
、
現
代
の
中

学
生
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ

の
使
用
と
学
校
生
活
と
の
関

係
を
見
て
い
こ
う
。
「
い
つ

も
友
達
と
つ
な
が
っ
て
い
る

感
覚
が
あ
る
」
に
、
「
と
て

も
あ
て
は
ま
る
」
　
「
ま
あ
あ

て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
割

合
は
、
【
不
使
用
】
の
生
徒

で
3
5
・
7
％
、
【
携
帯
】
で

3
8
・
1
％
、
【
2
h
未
満
】

で
4
3
・
3
％
だ
っ
た
の
に
対

し
、
【
2
h
以
上
】
は
5
7
・

4
％
と
突
出
し
て
い
る
。
一

特
に
、
【
2
′
h
以
上
】
の

生
徒
は
、
「
携
帯
や
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
い
る
と
楽
し
い
」

意
識
が
、
他
の
類
型
よ
り
強

い
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
い
つ

も
友
人
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に

い
る
割
合
が
高
く
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
は
活
発
で
お
し
ゃ
れ

な
人
が
集
ま
っ
て
い
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

教
室
で
目
立
つ
グ
ル
ー
プ
は

常
に
存
在
し
て
い
た
が
、
現

代
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
グ

ル
ー
プ
の
成
立
を
携
帯
電
話

や
ス
マ
ホ
が
下
支
え
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
彼
ら
は
活
発
な
友

人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
一
方
で
、
独
特
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
「
携
帯
・

ス
マ
ホ
が
な
い
と
不
安
に
な

る
」
に
、
「
あ
て
は
ま
る
」

「
や
や
あ
て
は
ま
る
」
と
回

答
し
た
割
合
は
、
【
携
帯
】

が
1
7
・
9
％
、
【
2
h
未
満
】

が
2
4
・
4
％
だ
っ
た
が
、
【
2

h
以
上
】
は
5
0
・
5
％
。
「
友

達
と
『
け
ん
か
』
や
『
絶
交
』

を
し
て
い
る
」
割
合
も
2
2
・

5
％
と
最
も
高
い
。

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
は
楽

し
さ
の
源
泉
で
あ
る
と
同
時

に
不
安
や
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
回

路
を
開
く
も
の
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
【
2
h
以
上
】
は
、

積
極
的
に
学
業
に
取
り
組
む

態
度
が
弱
い
。
「
学
校
の
勉

強
が
好
き
だ
」
に
「
と
て
も

あ
て
は
ま
る
」
　
「
ま
あ
あ
て

は
ま
る
」
の
製
ロ
は
、
【
不

使
用
】
で
は
3
9
・
8
％
い
る

の
に
対
し
、
【
2
h
以
上
】

で
は
1
8
・
0
％
と
半
減
し
て

い
る
。
成
績
も
他
の
類
型
に

比
べ
て
悪
い
。

■

　

■

　

■

こ
う
し
た
状
況
を
み
て
、

や
は
り
子
供
に
は
携
帯
電
話

・
ス
マ
ホ
を
持
た
せ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
考
え
る
保
護

者
が
増
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
確
か
に
、
【
不
使
用
】

の
生
徒
た
ち
は
学
業
に
積
極

的
に
関
わ
り
、
成
績
も
良
い
。

し
か
し
、
【
不
使
用
】
の

生
徒
の
友
人
関
係
を
み
る

と
、
女
子
で
は
「
親
友
と
よ

べ
る
友
だ
ち
が
い
る
」
割
合

が
他
の
類
型
に
比
べ
て
低

い
。
男
子
で
は
「
自
分
の
グ

鮨
鋒
絡

割
合
が
3
7
・
4
％
と
最
も
低

く
、
【
2
h
以
上
】
の
5
4
・

1
％
と
大
差
が
つ
い
た
。
い

わ
ゆ
る
「
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス

ト
」
　
（
教
室
内
で
の
生
徒
間

の
力
関
係
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
格
付
け
）
に
お
け
る
立

ち
位
置
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
携
帯

・
ス
マ
ホ
を
使
わ
な
い
こ
と

で
、
学
級
生
活
が
窮
屈
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
イ

ま
と
め
に
入
ろ
う
。
携
帯

電
話
・
ス
マ
ホ
は
、
例
え
学

校
で
直
接
使
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
す

で
に
学
校
生
活
を
形
づ
く
る

重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
い

た
ず
ら
に
制
限
し
た
り
、
焦

っ
て
買
い
与
え
た
り
す
る
こ

と
は
適
当
で
な
い
。
そ
れ
よ

り
も
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ

の
使
用
状
況
に
応
じ
て
子
供

が
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
学
業
上
の
問
題

を
抱
え
や
す
い
の
か
を
理
解

し
、
実
際
に
問
題
に
直
面
し

た
と
き
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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I

ネ
ッ
ト
で
学
習
、
中
学
生
4
5
％

2
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
受
託
大

恩
千
割
叫
　
手
の
デ
ジ
タ
ル
・
ナ
レ
ッ
ジ
（
東
京
）

が
一
9
月
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
子

供
を
持
つ
3
0
～
5
0
他
の
母
親
l
鋸
0

人
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
中
学
生
の
4
5
・
5
％
が
家
庭
学

習
に
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
小
学
生
が
苧
3
％
ご
同
校

生
は
3
0
・
3
％
で
、
利
用
内
容
に
つ

い
て
は
半
数
近
く
が
「
調
べ
も
の
」
川

と
答
え
た
。

一
方
、
家
層
毒
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
に
対
す

る
好
感
度
は
「
あ
ま
り
好
ま
し
く
な

い
」
　
「
好
ま
し
く
な
い
」
と
答
え
た

人
が
2
8
％
を
占
め
た
。
担
当
者
に
よ

る
と
「
学
習
つ
い
で
に
ゲ
ー
ム
の
時

謂
紀
綱
璃
し

た
声
が
多
く
聞
か
れ
た
と
い
う
。



腕時計型端末

素材で高級感演出

エ
イ
ス
ー
ス
も
発
売

台
湾
の
華
碩
電
脳
（
エ
イ
ス
と
発
表
し
た
。
金
属
の
フ
レ
ー

ー
ス
）
は
2
8
日
、
同
社
初
の
腕
ム
や
イ
タ
リ
ア
製
の
本
革
バ
ン

博
計
塾
端
末
（
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ド
を
採
用
し
高
級
感
を
出
し

ッ
チ
）
「
ゼ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
」
＝
写
た
。
ソ
ニ
ー
や
韓
国
サ
ム
ス
ン

真
＝
を
1
1
月
下
旬
に
発
売
す
る
電
子
、
韓
国
L
G
電
子
も
相
次

い
で
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ
の
琴

売
を
発
表
し
て
お
り
、
年
末
商

戦
に
向
け
競
争
が
激
し
く
な
り

そ
う
だ
。
米
グ
ー
グ
ル
の
基
本
ソ
フ
ト

（
O
S
）
　
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」

を
搭
載
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
と
連
携
し
、
次
の

予
定
を
時
計
に
表
示
し
た
り
、

時
計
を
振
る
こ
と
で
ス
マ
ホ
の

カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
た
り
で

き
る
。
心
拍
計
や
歩
数
計
と
し

て
も
使
え
る
。
価
格
は
税
別
2

万
9
8
0
0
円
。
日
本
経
済
新

聞
の
取
材
に
対
し
、
エ
イ
ス
ー

ス
の
施
崇
某
（
ジ
ョ
ニ
ー
・
シ

ー
）
会
長
は
「
機
械
式
の
時
計

か
ら
等
想
を
得
た
デ
ザ
イ
ン
。

今
の
時
計
か
ら
つ
け
替
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。



格安ス々木でも
アプリ使い放題

妙IhA雪

各社のアフPリ定額サービス

（ま主）月額は税抜き

ウ膳は目る

墓筆要害萱

・
ソ
ー
ス
ネ
ク
ス
ト
は
格
安

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

で
も
ア
プ
リ
が
使
い
放
題
に

な
る
定
額
サ
ー
ビ
ス
を
週
内

に
始
め
る
。
月
に
3
6
0
円

前
後
を
支
払
う
と
、
当
初
は

約
5
0
本
の
ア
プ
リ
が
使
え

る
。
K
D
D
I
な
ど
大
手
通

信
会
社
は
自
社
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
格

安
ス
マ
ホ
で
も
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
、
格
安
ス
マ
ホ
の
普

及
に
弾
み
が
つ
き
そ
う
だ
。

ソ
ー
ス
ネ
ク
ス
ト
が
始
め

る
サ
ー
ビ
ス
は
↓
ア
プ
リ
超

ホ
ー
ダ
イ
」
。
料
金
は
格
安

ス
マ
ホ
の
販
売
会
社
が
決
め

る
が
、
大
手
3
社
に
対
抗
す

使
え
る
ア
プ
リ
は
順
次
増
や

し
、
来
啓
に
1
0
0
本
を
超

え
る
見
通
し
。
個
別
に
購
入

す
る
と
1
千
円
以
上
す
る
ア

プ
リ
も
そ
ろ
え
て
、
割
安
感

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

ア
プ
リ
の
定
額
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
K
D
D
I
の
「
a
u

ス
マ
ー
ト
パ
ス
」
が
先
行
し

て
い
る
。
ア
プ
リ
数
は
5
0

0
本
を
数
え
、
利
用
者
は
1

千
万
人
を
突
破
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
大
手
通
信
各

社
と
契
約
し
な
い
格
安
ス
マ

格
安
ス
マ
ホ
は
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
や
主

婦
の
加
入
が
多
く
、
各
ア
プ

リ
を
何
度
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
手
間
が
な
く
な
る
定
額

サ
ー
ビ
ス
を
待
ち
望
む
声
が

多
か
っ
た
。

格
安
ス
マ
ホ
は
今
年
4
月

ソ
ー
ス
ネ
ク
ス
ト
月
3
6
0
円
、
週
内
に

ス
マ
ホ
の
使
用
電
力
量
を
和
辞
香
な
ど
の
学
習
ア
プ
リ
ホ
の
持
ち
主
は
定
額
サ
ー
ビ

減
ら
す
ア
プ
リ
の
ほ
か
、
英
や
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
も
あ
る
。
ス
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

に
イ
オ
ン
が
発
売
し
て
以

降
、
ヤ
マ
ダ
電
機
な
ど
大
手

小
売
り
が
相
次
い
で
参
入
。

イ
オ
ン
が
こ
れ
ま
で
に
4
万

台
以
上
を
売
り
上
げ
る
な

ど
、
消
費
者
の
関
心
も
高
ま

っ
て
い
る
。
今
後
は
ス
マ
ホ

販
売
台
数
の
1
0
％
以
上
を
占

め
る
と
の
見
方
も
あ
り
、
様

々
な
格
安
ス
マ
ホ
向
け
サ
ー

ビ
ス
が
広
が
り
そ
う
だ
。
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コ
ン
ビ
ニ
で
即
日
受
け
取
り

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
ネ
ッ
ト
通
販
拡
大

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
グ
ル
ー
プ
の
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
な
ど
で
扱
う
商
品
を
消
費
者
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
当
日
に
受
け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
。
月
内
に
稼
働
さ
せ
る

物
流
拠
点
を
活
用
し
、
ま
ず
2
0
1
5
年
中
に
首
都
圏
の
7
干
店
で
可
能
に
す
る
。
ネ
ッ
ト
通
販
企
業
は
価
格
や
品

ぞ
ろ
え
を
競
っ
て
き
た
が
、
■
日
本
最
多
の
店
舗
網
を
活
用
す
る
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
が
本
格
参
入
す
る
こ
と
で
、
早
く
便

利
な
受
け
取
り
の
仕
組
み
づ
く
り
が
競
争
の
軸
に
な
り
そ
う
だ
。

利
便
性
で
ア
マ
ゾ
ン
に
対
抗

埼
玉
県
久
喜
市
に
3
8
日
、

ネ
ッ
ト
事
業
専
用
の
物
流
拠

点
を
本
格
稼
働
さ
せ
る
。
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
や
そ
ご
う
・

西
武
、
ロ
フ
ト
な
ど
グ
ル
ー

プ
の
商
品
を
同
拠
点
に
集

め
、
コ
ン
ビ
ニ
や
消
費
者
の

自
宅
に
配
送
す
る
。
1
5
年
中

に
ネ
ッ
ト
で
約
3
0
0
万
品

目
の
購
入
を
可
能
に
す
る
。

配
送
サ
ー
ビ
ス
は
午
前
7
時

に
注
文
す
れ
ば
最
短
で
午
後

7
時
に
は
店
舗
で
受
け
取
れ

た
り
、
夜
中
に
注
文
す
れ
ば

翌
朝
出
勤
時
に
受
け
取
れ
た

り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

物
流
拠
点
か
ら
店
舗
へ
の

配
送
は
、
す
で
に
取
引
の
あ

る
出
版
取
次
大
手
ト
ー
ハ
ン

な
ど
の
物
流
網
を
活
用
す

る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
受
け
取
る

際
に
消
費
者
は
送
料
と
手
数

料
は
か
か
ら
ず
、
店
舗
で
の

返
品
も
可
能
と
な
る
。
今
年

買
収
し
た
ニ
ッ
セ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
H
D
）
が
持

つ
物
流
拠
点
も
活
用
し
て
、

早
期
に
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
に

広
げ
る
方
針
だ
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
は
店
舗
と

ネ
ッ
ト
通
販
を
効
果
的
に
連

携
さ
せ
る
「
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ

ル
（
3
面
き
ょ
う
の
こ
と

ば
）
」
戦
略
に
昨
年
、
着
手

し
た
。
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど

に
中
期
的
に
1
0
0
0
億
円

規
模
を
投
じ
る
計
画
だ
。
現

在
は
コ
ン
ビ
ニ
で
受
け
取
れ

る
の
は
書
籍
や
雑
誌
、
一
部

グ
ル
ー
プ
専
門
店
の
商
品
な

ど
に
限
ら
れ
、
受
け
取
る
ま

で
に
2
～
4
日
か
か
る
。
ま

ず
は
月
内
に
も
受
け
取
り
可

能
な
品
目
数
を
1
5
0
万
品

日
ま
で
増
や
し
、
翌
々
日
の

受
け
取
り
を
可
能
に
す
る
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

の
1
3
年
度
の
ネ
ッ
ト
経
由
の

売
上
高
は
1
5
0
0
億
円
で

前
の
年
か
ら
5
割
増
え
、
2
0

年
度
に
は
1
兆
円
に
引
き
上

げ
る
計
画
だ
。

経
済
産
業
省
に
よ
る
と
1
3

年
の
消
費
者
向
け
の
電
子
商

取
引
の
国
内
市
場
は
1
1
・
2

兆
円
で
、
前
年
比
1
7
・
4
％

増
と
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
ネ
ッ
ト
通
販
専

業
の
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
・
目
黒
）
や
楽
天
が

高
い
知
名
度
を
生
か
し
て
市

場
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

小
売
業
は
ネ
ッ
ト
消
費
に

よ
る
売
り
上
げ
の
浸
食
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
共
働

き
や
単
身
者
が
増
え
る
中
、

仕
事
帰
り
な
ど
に
コ
ン
ビ
ニ

で
商
品
を
受
け
取
る
需
要
は

高
ま
っ
て
い
る
。
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
も

な
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
の
店

舗
網
を
生
か
し
て
利
便
性
を

打
ち
出
せ
ば
、
ネ
ッ
ト
専
業

に
対
抗
で
き
る
と
み
て
オ
ム

二
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
に
本
格
的

に
取
り
組
む
。
今
後
、
大
手

小
売
業
の
ネ
ッ
ト
戦
略
が
一

段
と
加
速
し
そ
う
だ
。
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天経済圏スマ木で刺激

楽天はスマホを新たな武器に総合力を高める
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各機能が融合して新サービスを展開
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東
天
は
2
9
日
、
格
安
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
事
業
に
参
入
す
る
と
発
表
し
た
1
無
料
弱
毒
叫
ダ
ブ
り
も
欒
マ

ン
ト
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
新
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
3
年
程
度
で
1
千
万
台
の
販
売
を
狙
う
。
ネ
ッ
ト
通
販
「
楽
天

市
場
」
に
代
表
さ
れ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
基
盤
と
す
る
。
楽
天
は
9
千
万
超
の
会
員
を
抱
え
る
が
、
ネ
ッ

ト
は
事
業
環
境
の
変
化
も
激
し
い
。
ハ
ー
ド
の
分
野
に
踏
み
込
む
こ
と
で
「
楽
天
経
済
圏
」
の
活
性
化
を
め
ざ
す
。

．
無
料
対
話
や
通
販
融
合

3
年
で
1
0
0
0
万
台
販
売
狙
う

「
楽
天
グ
ル
ー
プ
の
総
力

を
挙
げ
て
、
既
存
事
業
者
に

代
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
て

い
く
」
。
2
9
日
、
東
京
都
内

で
記
者
会
見
し
た
楽
天
の
三

木
谷
浩
史
社
長
は
通
信
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
意
気
込
み
を
力
強

く
語
っ
た
。

格
安
ス
マ
ホ
「
楽
天
モ
バ

イ
ル
」
は
N
T
T
ド
コ
モ
の

回
線
を
借
り
て
、
通
信
子
会

社
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
コ
ミ

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
展
開

する。す
で
に
手
掛
け
て
い
る
通

話
ア
プ
リ
「
楽
天
で
ん
わ
」

格
安
に
参
入

格
安
ス
マ
ホ
参
入
を
発
表
す
る
三
木
谷
社
長

（
2
9
日
、
東
京
都
千
代
田
区
）

を
使
っ
た
標
準
的
な
モ
デ
ル

で
月
額
使
用
料
は
2
2
0
0

円
と
、
大
手
携
帯
電
話
会
社

の
約
3
分
の
1
に
お
さ
え

た
。
累
計
販
売
が
1
千
万
台

規
模
に
な
れ
ば
大
手
も
無
視

で
き
な
い
存
在
と
な
る
。

通
話
料
を
抑
制

通
話
基
本
料
と
ネ
ッ
ト
接

続
を
含
め
た
「
S
I
M
カ
ー

ド
」
、
台
湾
の
パ
ソ
コ
ン
大

手
エ
イ
ス
ー
ス
製
の
端
末

（
2
万
6
4
0
0
円
）
の
販

売
を
2
9
日
、
楽
天
市
場
で
始

めた。購
入
当
初
か
ら
、
チ
ャ
ッ

ト
な
ど
が
で
き
る
ア
プ
リ

「
バ
イ
バ
ー
」
と
、
「
楽
天

で
ん
わ
」
を
使
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
通
話
先
な
ど
に

応
じ
使
い
分
け
る
こ
と
で
通

話
料
を
お
さ
え
ら
れ
る
。

格
安
ス
マ
ホ
で
は
へ
4
月

に
口
火
を
切
っ
た
イ
オ
ン
が

亮
計
で
．
4
万
台
以
止
確
娠

売
。
7
月
ス
タ
」
卜
の
サ
ー

ビ
ス
は
通
信
速
度
が
比
較
的

遅
い
が
、
端
末
代
と
通
信
サ

ー
ビ
ス
料
金
の
合
計
が
月
1

9
8
0
円
で
、
シ
ニ
ア
や
主

婦
な
ど
の
人
気
を
集
め
て
い

る。
楽
天
モ
バ
イ
ル
は
、
ネ
ッ

ト
経
由
で
の
販
売
と
い
／
っ
た

独
自
性
は
あ
る
も
の
の
、
競

合
他
社
よ
り
端
末
機
能
や
価

格
面
で
ず
ば
ぬ
け
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
最
大
の
狙
い

は
コ
ミ
ュ
土
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
の
確
保
に
あ
る
。

楽
天
は
人
と
の
や
り
と
り

が
起
点
と
な
っ
て
購
買
行
動

が
生
ま
れ
る
と
み
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
友
人
や
家
族
と

「
あ
の
食
べ
物
は
お
い
し
か

っ
た
」
と
語
る
と
、
受
け
手

は
ネ
ッ
ト
通
販
で
検
索
し
購

入
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と

い
っ
た
具
合
だ
。

三
木
谷
社
長
は
「
ポ
イ
ン

ト
な
ど
楽
天
が
強
み
を
持
っ

て
い
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
て
い
く
」
と
語

る
。
こ
れ
ま
で
、
電
子
商
取

引
（
E
C
）
や
金
融
、
コ
ン

テ
ン
ツ
な
ど
主
要
サ
ー
ビ
ス

を
育
成
す
る
こ
と
で
成
長
し

▲

■

一

一

工

丁

雷
馬
褒
嘗
ホ
に
よ

う
て
利
用
者
が
世
界
で
3
億

5
千
人
の
「
バ
イ
バ
ー
」
を

さ
ら
に
広
げ
る
な
ど
、
消
費

者
を
楽
天
の
経
済
圏
に
繰
り

返
し
呼
び
込
め
る
と
に
ら
ん

で
い
る
。

「
身
軽
な
経
営
」

今
回
の
参
入
で
は
、
楽
天

の
「
身
軽
な
経
営
」
と
い
う

思
想
も
透
け
て
見
え
る
。
楽

天
独
自
で
端
末
を
用
意
す
る

の
で
は
な
く
、
在
庫
リ
ス
ク

頂
な
い
メ
ー
カ
ー
品
を
採
り

弼
紺
緋
弼
脚

も
不
要
だ
。

ネ
ッ
ト
通
販
で
の
ラ
イ
バ

ル
、
米
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト

・
コ
ム
が
2
3
日
発
表
し
た
7

～
9
月
期
決
算
は
、
営
業
損

益
が
5
億
4
4
0
0
万
㌦

（
約
5
8
0
億
円
）
の
赤
字

と
な
っ
た
。
う
ち
約
1
億
7

千
万
㌦
が
7
月
に
発
売
し
た

自
社
開
発
ス
マ
ホ
「
フ
ァ
イ

ア
フ
ォ
ン
」
の
過
剰
発
注
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
。

楽
天
は
今
後
、
洛
安
ス
マ

ホ
の
新
し
い
端
末
を
相
次
い

で
投
入
す
る
予
定
だ
が
、
「
独

層
端
末
を
つ
く
る
予
定
は
な

い
」
　
（
三
木
谷
社
長
）
と
い

う。
両
者
の
違
い
は
ネ
ッ
ト
通

販
で
は
不
可
欠
の
物
流
で
も

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ

ン
が
世
界
各
地
で
物
流
拠
点

へ
積
極
投
資
し
て
い
る
の
に

対
し
、
楽
天
は
投
資
を
お
さ

え
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ス
マ
ホ
へ

と
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
戦

場
は
移
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

最
大
手
が
格
安
ス
マ
ホ
へ
参

入
し
た
こ
と
は
、
他
社
の
戦

略
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

そ
う
だ
。



ウエアラブル端末、米で発売

マイクロソフト、バンド型

【
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
＝
小

川
義
也
】
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
（
M
S
）
は
2
9
日
、
同
社

初
の
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
と

な
る
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

バ
ン
ド
」
＝
写
真
＝
を
発
表

し
た
。
心
拍
数
や
歩
数
、
消

費
カ
ロ
リ
ー
な
ど
運
動
量
を

計
測
す
る
リ
ス
ト
バ
ン
ド
型

で
、
同
時
に
発
表
し
た
健
康

管
理
ア
プ
リ
と
組
み
合
わ
せ

て
使
う
。
米
ア
ッ
プ
ル
も
健

康
管
理
機
能
を
備
え
た
腕
時

計
型
端
末
を
来
年
発
売
す
る

予
定
。
M
S
の
参
入
で
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
巡
る
競
争

が
さ
ら
に
激
し
く
な
り
そ
う

だ。
価
格
は
1
9
9
㌦
（
約
2

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
と
連

動
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
確
認

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
な

ど
も
で
き
る
。

無
料
の
健
康
管
理
ア
プ
リ

「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ヘ
ル

ス
」
は
、
リ
ス
ト
バ
ン
ド
で

計
測
し
た
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ

ド
で
管
理
し
、
運
動
や
健
康

も
利
用
で
き
る
。

同
ア
プ
リ
は
米
ジ
ョ
ウ
ボ

ー
ン
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド
塾
端

末
「
ア
ッ
プ
」
な
ど
、
競
合

す
る
製
品
を
連
動
さ
せ
て
デ

ー
タ
を
管
理
・
分
析
す
る
こ

と
も
可
能
だ
と
い
う
。

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
巡

っ
て
は
、
ア
ッ
プ
ル
が
長
く

健
康
情
報
、
ク
ラ
ウ
ド
管
理

万
1
0
0
0
円
）
。
米
国
で

3
0
日
か
ら
数
量
限
定
で
販
売

す
る
。
米
国
以
外
で
の
発
売

は
未
定
。
1
・
4
塾
の
液
晶

画
面
を
搭
載
し
た
端
末
に

は
、
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

（
G
P
S
）
を
内
蔵
。
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
走
行
距
離
な
ど
が

計
測
で
き
る
ほ
か
、
．
ス
マ
ー

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
提

供
す
る
仕
組
み
。
M
S
の
基

本
ソ
フ
ト
（
O
S
）
　
「
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
」
を
搭
載
し
た
ス

マ
ホ
だ
け
で
な
く
、
ア
ッ
プ

ル
の
「
・
1
P
h
O
n
e
（
ア

イ
フ
ォ
ー
ン
）
」
や
、
米
グ

ー
グ
ル
の
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」

O
S
を
搭
載
し
た
ス
マ
ホ
で

噂
さ
れ
て
い
た
腕
時
計
型
の

「
ア
ッ
プ
ル
ウ
オ
ッ
チ
」
を

来
年
初
め
に
発
売
す
る
と
発

表
す
る
な
ど
、
注
目
が
高
ま

っ
て
い
る
。

米
調
査
会
社
I
D
C
に
よ

る
と
、
2
0
1
4
年
の
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
出
荷
台
数

は
世
界
全
体
で
約
1
9
0
0

万
台
に
な
る
見
通
し
。
当
初

は
米
フ
ィ
ッ
ト
ビ
ッ
ト
な
ど

新
興
企
業
が
市
場
を
け
ん
引

し
て
い
た
が
、
韓
国
サ
ム
ス

ン
電
子
や
ソ
ニ
ー
な
ど
大
手

企
業
が
相
次
ぎ
参
入
し
た
こ

と
も
あ
り
、
1
8
年
に
は
1
億

1
0
0
0
万
台
以
上
ま
で
増

え
る
と
予
測
す
る
。

た
だ
し
、
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル

端
末
を
1
年
以
上
前
に
購
入

し
た
人
の
3
分
の
1
は
、
全

く
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、
使

う
頻
度
が
減
っ
た
り
し
て

い
る
と
い
う
調
査
デ
ー
タ
も

あ
る
。
継
続
的
に
使
っ
て
も

ら
う
に
は
、
ア
プ
リ
の
拡
充

に
加
え
、
電
池
の
持
ち
な
ど

ハ
ー
下
ウ
エ
ア
の
改
善
が
欠

か
せ
な
い
と
の
指
摘
も
あ

る。


